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第４回ハウスアダプテーション・コンクール

～住まいのバリアフリー～ 

優秀事例発表フォーラム 

 最優秀賞 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
国里 房子氏 

「車イス人生を楽しむ為の改修」（岡山県岡山市） 

 
 優秀賞 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
吉田 誠治氏（ワン・オフ建築デザイン研究室） 

「寄り添って生きる家」（福岡県北九州市） 

 

加瀬澤 文芳氏（株式会社ゆま空間設計） 

「車椅子で快適に暮らす」（千葉県千葉市） 

 

辻垣 正彦氏（辻垣建築設計事務所） 

「バリアフリー機能と豊かな終の棲家」（東京都荒川区） 

 
 佳作 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
福田 由利氏（一級建築士事務所アトリエ・ドゥ・フクダ） 

「家の中に病室はつくらない」（大阪府枚方市） 

 

永峰麻衣子氏（東京大学大学院） 

「ハウス→ホームアダプテーション」（埼玉県さいたま市） 

 

加瀬澤 文芳氏（株式会社ゆま空間設計） 

「超小型エレベーターを使う」（千葉県千葉市） 

 

碇 喜久枝氏（住まいから福祉を考える会） 

「同じテーブルで向かいあって食事をしたい」（東京都世田谷区）

 

水越 美枝子氏（一級建築士事務所アトリエサラ） 

「年齢を重ねても、気持ちよく暮らせる家」（神奈川県横浜市） 

 

菊池 理夫氏（一級建築士事務所株式会社テリトプラン） 

「みぎ／ひだりに自由な家」（神奈川横浜市） 
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第４回ハウスアダプテーション・コンクール 

～住まいのバリアフリー～ 

優秀事例発表フォーラム 

開催日：2005年6月18日 

会 場：建築会館会議室 

主 催：(財)住宅総合研究財団 

企 画：ハウスアダプテーション・コンクール審査委員会 

委員長 吉田紗栄子（（有）アトリエ・ユニ） 

委  員 大原一興（横浜国立大学） 

池田誠（首都大学東京） 

太田貞司（神奈川県立保健福祉大学） 

野村みどり（東京電機大学） 

横山勝樹（女子美術大学） 

峰政克義（(財)住宅総合研究財団） 

＊所属はフォーラム開催当時のものです。
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開会挨拶    

（財）住宅総合研究財団専務理事 

峰政克義  

私ども住宅総合研究財団は 1948

年、いまからほぼ 60年前に当時の清

水建設の社長だった清水康雄が、当

時のお金で約 100 万円を出し、当時

は非常に住宅状況がよくなかったの

で、住宅を造ることを考えました。とこ

ろがその後、住宅公団ができましたし、

金融公庫もできましたので、その役割

はそちらにお譲りして、我々のほうは

約 25 年ほど前に、住宅やまちづくり

に関して研究をされている先生方の

助成をするという、研究助成財団に衣

替えし、以来ずっとやっています。 

 その中にいくつかのフォーラム委員

会というのがあり、特定のテーマにつ

いて研究をやっております。その中

の１つが、このハウスアダプテーショ

ンフォーラム委員会です。これ以外に

江戸東京フォーラム委員会、住教育

フォーラム委員会、世界の住まいフォ

ーラム委員会というのがあって、そう

いったことで活動させていただいて

おります。ハウスアダプテーション・コ

ンクールを始めて、これで４回目にな

りますが、どうもハウスアダプテーショ

ンというのは、一般解はなかなかなく

て、全部個別の例であろうということが

分かりましたので、個別の例をたくさ

ん集めて、お互いに参考になるように

したらどうかという発想から始めたもの

です。来年の第５回まで続けて、その

後、取りまとめたいと思っております。 

全体講評・審査経過 

ハウスアダプテーションコンクール審査委員長 

吉田紗栄子（（有）アトリエユニ）  

それでは第４回のコンクールにつ

いて、少し経過をお話させていただき

ます。このコンクールは３つの柱を持

っております。まず第１に、住んでい

る方が満足して評価していること、第

2 に関係する専門家がコラボレーショ

ンと言いますか、協力してハウスアダ

プテーションを行っていること、第3に

住環境や建築デザインとしても非常

に高い水準にあるものです。いろい

ろなコンクールがあると思いますが、

住んで１年以上という条件を付けて、

住んでいる方が評価しているというこ

とを謳っているコンクールは、ほとん

どないのではないかと思っております。

早いもので、もう４回になりました。各

年とも非常に力作が寄せられており、

私どもコンクールを主催しております

者も、皆様のご協力に対してとても感

謝しております。 

 今年は全体で 16 件の応募がありま

した。遠くは北九州、岡山、大阪で、

そのほかは首都圏です。 

 当事者と言いますか、住んでいらっ

しゃる方はどんな方たちが多かった

かと言いますと、高齢によって体に障

害を持った方が 6 名、先天的あるい

は交通事故やご病気などによって障

害を持つようになった方が 9名、非常

に元気に暮らしている方の加齢対応

住宅が１名です。 

 年齢構成を見ますと、35～86 歳ま

でにわたっており、50～60 代が７名、

70～80代が７名、そして30～40代が

１名ずつ分布しております。また医療

関係の方、福祉関係の方など、ハウス

アダプテーションにかかわってきた

方々は各事例とも多く、５～８人に及

んでおります。 

 建物の形式は一戸建てが多くて 13

件、集合住宅が２件で、すべて持ち

家です。またグループホームも１件応

募してくださいました。一戸建ての住

宅の場合、12 件が木造で、１件が鉄

骨造となっておりますので、ほとんど

が木造と言っていいと思います。 

 築年数ですが、新しいもので３年、

古いものでは 41 年の家をリフォーム

したという事例もありました。新築が４

件、増改築が２件、改造が 10 件でし

た。いままでの例では新築が多かっ

たのですが、今年は増改築が多かっ

たと思います。 

 ハウスアダプテーションをした後の

生活期間は、一応１年以上となって

おりますが、３年半ぐらいまでありまし

た。１年未満が４件あったのですが、

これについては残念ながら応募条件

を満たしていないために、審査対象

からは除外いたしました。来年にでも

また応募していただけると、よろしい

のではないかと思います。 

 工事費もかなり幅がありまして、介

護保険の住宅改修費を使って行った

10 万円ぐらいから、新築で言えば

4,000 万円ぐらいまでと、幅広くなって

おります。改造の場合、６件が 300～
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600 万円程度になっております。これ

は一般的な増改築にかける費用と、

かなり近い金額ではないかと思いま

す。 

 応募者ですが、当事者やお住まい

になっていらっしゃる方が応募してく

ださる場合と、それを設計した方が応

募してくださる場合とがあります。今年

は 16件中13件が、建築関係の方の

応募でしたので、ちょっと建築寄りに

なった感はあります。 

 このような状況ですが、審査方法は、

まず対象となった応募数 16 件のうち、

居住年数が満たなかった４件を除き、

12件について応募用紙で採点いたし

ました。これは毎年各委員が持ち点

を持って貼っていくわけですが、今年

はあまり大差が付きませんでした。そ

のために、すべて現地調査をすること

になりました。ただしご都合により２件

の方が、現地調査は困るということで

したので、実際には 10 件を手分けし

て拝見させていただきました。総評に

も書かせていただきましたが、皆様が

ご覧いただいたパネルや応募書類と

いうのは、あくまでも部分であって、

私どもが拝見いたしますと、本当にそ

こにはいろいろなストーリーがありまし

た。それで優劣が付け難かったので

すが、最優秀賞はわりと一致して、簡

単に決まりました。最優秀賞が１点、

優秀賞が３点、そのほか佳作を６点と

いうように選ばせていただきました。こ

れからその発表がありますので、きっ

と皆様も内容がよくお分かりになるこ

とと思います。 

 考えてみますと、私も長いことこの

設計の業界におりますが、いまほど

一般の方々の建築に対する興味が

高まってきた時代というのは、なかっ

たのではないかと思うのです。もちろ

んテレビなどでドラマチックに、いろ

いろビフォーアフターを見せたりして

いる影響もあると思います。ちょっと

首をかしげるようなところもあるのです

が、皆さんが建築に対して興味を持

っていただいていることは確かだと思

います。ただ、そのときに、もうこれだ

け高齢社会が叫ばれて、だんだん年

を取ってきたら、何らかの形で対応し

なければいけないということが言われ

ているにもかかわらず、そういった視

点がなかなか出来てこないというのが

現実です。今回応募した方々には本

当にいい事例を見せていただいて、

私どもも感謝しております。それでは

皆様の作品について、発表していた

だきます。どうもありがとうございまし

た。 
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        【最優秀賞】 

車イス人生を楽しむ為の改修 

 

国里房子氏（岡山市） 

 こんにちは。岡山の国里でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

このたびは思いもかけず、ハウスアダ

プテーション・コンクールの最優秀賞

に選ばれまして、大変光栄に思って

おります。皆様、本当にありがとうござ

いました。 

 

■生来足が不自由で歩けないが、両

親の愛情・理解と周りの人の協力で

幸せに過ごしてきた 

 私は生まれたときから足が不自由で、

一度も歩いたことがありません。二分

脊椎という障害を持って生まれたので

す。当時、医師からも「５年ほどの生

命だ」と言われたそうですが、ありが

たいことに半世紀以上も生きてくるこ

とができました。こんな重度の障害を

持っているにもかかわらず、私を一度

も施設に入れずに家庭で育ててくれ

た、いまは亡き両親にいまでも感謝を

しています。それどころか、不自由な

ゆえに親子の絆は、元気な人以上に

あったのではないかと思います。自

由に行動できる友人や周りの人たち

を羨ましいと思ったことは何度もありま

したが、できないことはみんなの協力

をもらって、幸せな日々を過ごしてく

ることができました。 

 

■住み良いまちづくりは一人一人の

心がつくりあげるものと感じた 

 ただ年を重ねていく両親には、いつ

までも甘えてはいられないと思うよう

になり、不安の中で私は自立を考え

るようになりました。たまたまチャンス

がありまして、昭和52年にある新聞社

が企画した、「車いすヨーロッパの旅」

に参加することができました。福祉の

先進国と言われている北欧５カ国の

旅でしたが、ボランティアと行く外国

旅行は初めてで、本当によい体験を

いたしました。ヨーロッパの街並みは、

17 世紀ごろに建てられたゴシック建

築の古いビルがどっしりとただずみ、

高い段差も多く、日本以上に不便さを

感じましたが、出会った人たちから

「やぁ」とか「ハロー」とか気軽に声を

かけられたり、階段で困っているとど

こからともなく人が集まって手を貸し

てくれたのです。このような親切を何

のためらいもなく受け入れることがで

きて、私のこれまでの人生の中で初

めて、車いすに乗っていることを忘れ

るような、そんな清々しい思い出の残

る旅でした。この旅行を通して、福祉

の向上や住みよいまちづくりは、一人

ひとりの心がつくり上げていくものだと

いうことを感じ、今でもそのことが大き

な励みになっています。 

 

■自動車免許の取得、結婚し子ども

を授かりボランテア活動にも励んだ 

 続いての挑戦は、昭和55年に車の

免許を取得して、１人で行動できるよ

うになりました。そしてこのことが、私

の人生を大きく変えたのです。昭和

57 年にボランティア活動をしていた

主人と出会い、結婚しました。障害の

ことを考えると、結婚は夢としか思っ

ていなかっただけに、心を決めるまで

には随分悩みました。そして、まず何

よりも先に主婦として生活できるような

家を建てなければいけないことでした。

幸いにも両親の理解があって、実家

の土地に新築することができました。

初めから車いす対応の家を建てれば

よかったのですが、独身時代の私は

家の中では自由自在に這っていたの 

事例発表１ 
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で、当時はまだそのことが考えられな

かったのです。そして生活にもようや

く慣れてきたころ、全く思いもしていな

かった子供が授かり、先生も励まして

くださったので、思い切って出産する

ことを決めました。私は車いすの母に

なったのです。お蔭様で娘は元気に

育ち、早いもので今年大学４回生に

なりました。いよいよ来年は社会人に

なります。 

 私は娘が幼稚園に入ったころから、

主人と一緒にボランティア協会「岡山

ビューロー」に携わりました。このボラ

ンティア協会は、「共に生きる福祉の

まちづくり」をテーマに、在宅障害者

の手作り作品の展示即売会や、一般

の市民が１日ボランティアを体験する

共生のためのふれあいデーを実施し

たり、運転ボランティアの協力で、高

齢者や障害者の社会参加のための

移送サービスなどを展開するなど、福

祉の仲人役としてさまざまな活動を行

ってまいりました。私は協会での人と

の出会いが生きがいにもなり、家庭と

両立させて無我夢中の毎日を送りま

した。 

■入退院毎に体力が低下し、車イス

対応に住宅を改造 

 しかしお産をはじめ、私の障害に付

きものの床ずれができては入退院を

繰り返し、そのたびに体力がだんだ

んと低下したのです。そのために平

成７年に初めて台所を広げ、車いす

で作業ができるように改造しました。

体も随分楽になって、仕事も家事も充

実した日々を過ごせるようになりまし

た。 

 

■高熱による入院、下半身麻痺が広

がり帰宅が危ぶまれたが家全体を

バリアフリーに改造、工夫して生活中 

しかし一昨年の春、今度はいまま

でに体験したことのないような高熱を

出してまた入院。腎臓結石の手術を

しましたが、それだけでは終わらず、

結局骨粗しょう症による圧迫骨折と診

断されて、下半身の麻痺がお臍の辺

りまで広がってまいりました。医師から

は「手術をしてもリスクが大きい」と言

われたので断念し、いままで過ごして

きた我が家にはもう戻れないのかと、

病室で不安のどん底に突き落とされ

たような気持になりましたが、家庭に

また復帰したいと思う一心で主人と相

談しながら、入院中に家全体をバリア

フリーに改造し、まさに今、車いすの

人生を楽しむために毎日私なりの工

夫をしながら、幸せな気持を持って生

活しているところです。 

 それでは現在の様子を、「手すりの

会」の中山裕里香さんからＤＶＤでご

紹介をお願いいたします。ありがとう

ございました。 

 

■ＤＶＤによる国里さんの１日の紹介 

中山（手すりの会） このたび国里さ

んを推薦させていただきました。ボラ

ンティア活動をやっておりますが、高

齢者そして障害者の福祉住宅のプラ

ンを提案する会です。プランもプラン

で一生懸命させていただいたのです

が、このたびは国里さんの素晴らしい

生き方に感激しまして、是非と思って

推薦いたしました。今日来ていただけ

て、私は本当に大感激です。 

                                

（ＤＶＤ開始） 

車椅子人生を楽しむ 

森田（手すりの会 医師） 国里さん

は、二分脊椎という生まれつき下半身

の麻痺の障害をお持ちです。にもか

かわらず、これまでおもちゃの病院な

ど、積極的に社会活動をしてこられま

した。そして、なんとご自分で出産も

経験なさった方です。 

 

国里さんの１日 

国里 朝、目覚めて、いちばんはトイ

レと身仕度です。私専用の「マイ・トイ

レ」です。ここでも先ほどのベッドと同

じようなレザーをしてもらって、まずこ

こで体を伸ばしながら、開くとトイレに

なっています。ここで用を足します。 

これだけのスペースがありますの

で、今日着る服を持ってきて着替える

わけです。身仕度が済んだら、すぐ

洗面もできるようになっています。ここ

には大きな引出しが１つあります。こ

こも下折りをしました。そうでない所は、

どうしても車いすが当たりますので、

タイルにしています。手の届く範囲の

物が、近くにあるように置いてありま

す。 

中山 写真がいいですね。 

マイ・トイレ 
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国里 写真は、いま22歳になりました

が、娘の小さいときの写真を飾ってい

ます。 

 

洗濯と風呂掃除開始 

国里 ここにある洗濯物を、どんどん

この中に入れます。そして、これがお

風呂から汲むためのホースです。お

風呂掃除も、いまは私の仕事にして

います。自分でやっています。まず、

ここに入ってきて、棒ずりをここに置

いておきまして、バックして閉めてお

きます。後からシャワーで水を流しま

す。ここまでの下準備をしてから、お

風呂に入って掃除をします。主人が

私のいい所に付けてくれました。便利

がいいです。私の体を支えてくれて

いるのは、もうすべて手すりです。よ

いしょ。自分の足がよいしょ、こらしょ

という感じで大変なのですが。まず棒

ずりを利用して窓を閉めます。よいし

ょ。私としては、ちょっとした運動にも

なっています。ずっと車いすに乗って

いる私にとっては、足を曲げたり動か

したりするためにも、こういう時間もい

いかなと思っています。 

中山 今いらっしゃる所で体を洗うの

ですよね。 

国里 そうです。私にとっては床ずれ

という致命傷になりますので、当たら

ないようにここに置いて、ここで脱い

だら、よいしょと、これに座って座布団

代わりにします。入るときにはこの辺

まで開けます。湯船がありますと、お

風呂の中につかっても、出るときは手

すりがありますので、浮力で上がるこ

とができます。 

中山 では横移動のような形で入って

いかれるわけですね。 

国里 はい、そうです。 

 

キャスター 

中山 扇風機。 

国里 我が家専用の道具です。 

中山 キャスターが付いていますね。 

国里 キャスターが付いています。冬

はストーブ、これからの季節、夏は扇

風機が乗ります。私が動けない分だ

け周りのものを動かそうという発想で、

我が家はできております。 

 

ちょっと休憩 

国里 普通の団扇を利用して、手の

届かない所の紐を引っ張らして電気

を点けるようにしています。ここが私た

ちの寝室です。布団よりちょっとスペ

ースを取って、ここから乗り移るように

します。腰が悪いので１日に４、５回

はどうしても、のびのびとします。３分

か５分ほど体を伸ばしたら、曲がって

いた腰も伸びてちょっと元気になれて、

さあ、今日も頑張るぞという気持にな

って動くようにしています。 

 これがミシン台です。大したことはで

きませんけれども、ちょっとした繕い

物はこのミシンでやります。これはとり

あえず嫁入り道具として持ってきたも

のです。私の趣味というか、父が時計

屋をやっておりましたので、昔は時計

の修理もしていたのですが、今はそ

れからすっかり離れて、こんな物を作

るのが好きです。私の作った作品を

見てください。 

中山 精巧な、細かいことがしてあり

ますね。 

国里 簡単ですが、ビーズをくっつけ

てみました。 

 

クリーニング屋さんに行ってきます 

国里 今日はクリーニング屋さんに行

こうと思います。賑やかな鍵は、いつ

も私の車いすの後ろのポケットの中

に入っています。こんなにぶら下がっ

ています。玄関と台所と自動車の鍵、

全部必要なものです。結構重たいの

です。それでは行ってきます。 

中山 行ってらっしゃい。 

国里「奥さん、運転が上手なんです

ね」と、皆さんに言われます。 

中山 お帰りなさい。 

国里 はい、帰りました。車いすから

セニアカーに乗り移るときはいいので

すが、車いすに乗り移るときはとても

ベッドの脇のスペースから移乗する床ずれ防止のマット 

洗濯 
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緊張して、自分の体を安定させて、心

で「よいしょ、よいしょ」と叫びながら乗

り移ります。この辺りは正面に自動車

も通っております。とても賑やかな所

で、お店もたくさんありますので、ショ

ッピングストアも近くにあります。 

洗濯を取り込んでたたむ 

国里 手すりを握ることによって反動

で動けますので、手だけで生活して

いる私にとっては、なくてはならない

ものです。さり気なく手すりが持てて

行動できることが、ありがたいなと思う

のです。 

 洗濯物を入れます。３人家族ですか

らそれぞれに。私のものはあちらに置

いて。これは主人のカッターですの

で、後からアイロンを掛けます。 

キッチン 

国里 とても便利がいいです。手すり

を利用してここで前進して。 

国里 コーヒーを飲みましたので、そ

の洗い物をします。最近はちょっと座

高が低くなって、流しが遠くに感じる

ようになりました。 

中山 ちょっと届きにくくなったのです

ね。 

国里 はい。洗濯ばさみを利用して、

置くようにしました。そうすると簡単に

取れて便利になります。 

中山 なんでも届きやすくなっていま

すね。 

国里 私の生活の中で、ここはこうし

たらいいなというのを感じたら、それ

なりに工夫しています。早い話が洗

濯ばさみを利用したり、そこら辺にあ

るものを利用して便利よくしています。

とにかく私自身が動きづらいので、せ

めて周りのものは気持よく動けるよう

に工夫しています。これは食器乾燥

機です。（キャスターに載せて引き寄

せて使う）お盆は家族の人数だけ、３

枚あります。（一人分ずつ盆に載せて

運ぶ）今夜は後でキャベツの千切りで

もしようかなと思って出しております。

娘の茶碗です。できたものをよそって。

あるものはすべて支えになります。こ

う行ってここへ２本の縦の手すりを置

いています。もう１つここでふんばっ

て、この手すりで向きを替えて娘のい

る所へ置きます。 

中山 使いやすい台所だったのです

が、そこでお食事を作って、先ほどの

テーブルでお食事を済ませて、その

後はお風呂へ入って。 

国里 そうです。 

今日１日お疲れさま 

中山 「手すりの会」は高齢者、障害

者の住宅改修のプランニングをする

ボランティア活動です。特徴は建築、

医療、福祉、教育といろいろな分野の

人がかかわって、実践活動をしてい

ます。 

光岡（手すりの会・ケアマネージャ

ー） 骨粗しょう症も進んでいましたし、

おトイレの上がり下りの所でこれから

先、また骨折を繰り返す可能性が大

きく、いざりの生活は危険が大きいと

いうことがわかりました。試験外泊で１

泊お家に帰られたときに、今までどお

りの同じ生活をしようとしたら、いざっ

ての生活はとても難しくてできなかっ

たのです。そのことによってご本人は

いままでの生活はもう無理であるとい

う覚悟をなさって、ここでやっと車い

すで生活するように住宅改修をしよう

という気持が決まったようです。私は

手すりの会に所属していまして、たま

たま主治医の先生が手すりの会の会

員であったことと、普段からよくいろい

ろ教えてもらっている小林さんも、手

すりの会の会員であったということが

きっかけで、手すりの会で住宅改修を

ご相談してもいいかどうかということを、

ご本人やご主人にお話したら、是非

お願いしたいということだったので

セニアカーで近所へ出かける 

洗濯物を干す・取り込む 
（写真左に手すりがある） 

手すりを利用して前進・向きを変える
奥にキッチン 

工夫されたキッチン 
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す。 

 

小林（手すりの会・プラン制作） この

件についてどなたが参加されるかと

いうことを、会のほうで話をさせてもら

って、私と担当医の森田先生と光岡さ

ん、あと数名でかかわるようにいたし

ました。ご本人は最低でもトイレに１時

間は入っているということでしたので、

こういった場合は奥さん専用のトイレ

と、ご家族用のトイレの２つを造るほう

がいいということで勧めました。下肢

麻痺の方の通常のパターンとして、

やはり移乗台の上で体を洗える場所

を造って、浴槽に入る所を造るという

ことをご提案させていただきました。

ですから台所から居室に上がるため

に、昇降機を設置するという方法をお

勧めしました。 

森田（手すりの会・医師） 本人が自

宅に帰って生活をするときに、大きな

不安を持たれるようになっておりまし

た。病院の回復期リハビリテーション

病棟に回ってきていただいて、リハビ

リをして体力の回復を待とうということ

になりました。彼女から自宅改修をし

たいという申し出がありましたので、

私は「それだったらいろんな職種の

方が参加して、とてもフリートーキング

で自由な発想をしてくれる手すりの会

がいいよ」と、彼女に勧めましたところ、

「お願いします」ということになり、この

改修の第一歩が始まったわけです。 

                                

（ＤＶＤ終了） 

国里誠司 長時間、ありがとうござい

ました。今回スムーズに改築できたの

は、手すりの会のアドバイスや、ボラ

ンティア協会で職務上知り合った人

脈と言いますか、そういう人たちの応

援をいただいて、わりと短時間でこち

らの理想とした改造ができました。彼

女自身も自立した生活ができたので、

ありがたかったなと思っています。 

 

【講評】        ：野村審査委員 

■生き方に感銘、 

床座位移動と拠点的な所の大切さ、

車いすによる快適な移動 

 国里房子さん、誠司さん、中山裕里

香さん、最優秀賞本当におめでとうご

ざいます。私と池田先生が現地調査

にうかがわせていただいたのですが、

今日のＤＶＤのほうがもっと詳しいの

ではないかと思いました。私どもも実

際に大変感銘を受けて、審査委員会

でも強力にご推薦して、みんなで最

優秀賞ということで決めさせていただ

いたという経緯があります。今日いろ

いろなお話を伺いましたが、生まれた

ときからで、小学校のときは階段をお

母様がおぶって通われたとか、一生

を通じてのお話を実際に伺って、本

当に感銘を受けました。思い出すだ

けで、もうウルウルという感じになって

しまいます。 

 最初は床座位移動で、車いすを使

うことは発想しなかったとおっしゃって

いましたね。私の所の学生もだいぶ

来ているのですが、床座位移動の方

というのは、結構多いのです。しかし

多分、どこかで限界がくるだろうと。床

座位移動だと狭い範囲にいろいろな

物を置きたいし、車いすだと広いスペ

ースが必要だということで、建築側は

設計をするときになかなか迷ったりす

るのです。そういう意味では拠点的な

所、例えば寝室やトイレなど、ある程

度床座位でいろいろなことができるよ

うな空間と、お風呂場やそれぞれの

所が床座位にうまく適用するような設

計をしつつ、家全体としては車いす

で快適に移動できるようなことが、うま

く設計できるのではないかということ

で、今日改めてお話を伺って、大変

参考になったと思います。 

 森田ドクターが、専用のトイレを造っ

たほうがいいとアドバイスされてでき

たわけですが、そこには赤ちゃんが

生まれたときの写真や思い出の品々

が飾られていて、それがまたとてもい

い感じでした。何か思い出の部屋と

いうか。「マイルーム」とおっしゃって

いましたね。トイレを拠点としてそうい

った空間をという回答は、発想的には

なかなか出てこないけれども、非常に

いいアイデアというか、いいなと思い

ました。 

 こちらに上京していただくことは、ト

イレが変わると褥瘡などいろいろ心配

なので、旅行はしたくないとおっしゃ

っていて、ちょっと心配しておりました

が、今日来ていただいて大変うれしく

存じます。また皆様ともいろいろ交流

をしていただければと思います。本当

にどうもありがとうございます。 

キッチンから居室にあがるための昇降機 
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         【優秀賞】 

寄り添って生きる家 

ワン・オフ建築デザイン研究室 

吉田誠治氏（北九州市） 

■交通事故による脳挫傷で全身麻痺

と知的障害と言語障害、最初はまる

で植物人間状態 

 私は４年前に曽田愛雄（そたとしお）

さんに出会いました。私が出会ったと

きは、まさかこういうすてきな笑顔がで

きるようになることを願いはしましたが、

本当に想像できませんでした。最初

に病室でお会いしたときは無表情で、

無感動で、彼のためにどういうことが

できるのだろうかと思いました。 

 彼はその４年前に交通事故に遭い

ました。曽田君にバイクをあげるから

取りに来いということで夜中に友だち

の家に取りに行き、保険にかかって

いないバイクを自分のアパートに持っ

て帰る途中、交差点で車と正面衝突

し、脳挫傷になられ、ずっと生死の間

をさまよってこられました。結果、脳挫

傷による全身麻痺と知的障害と言語

障害ということで、お母さんが言われ

るには、「最初はまるで植物人間でし

た」と。保険にかかっていないバイク

で事故に遭い、事故当時の様子も証

言できないということで、相手の方の

証言どおりになり、保険が出ないとい

う状況の中で、お父さんお母さんは

本当に大変な思いをされたとお聞き

しました。 

■病院から退院を促され、敷地アプ

ローチの悪い自宅でなく祖母の敷地

に家を新築 

 ４年目になりましたので病院からも、

そろそろ退院していただきたいという

ことを強く促されるようになりました。

かといって、今の北九州市のお住ま

いは坂の途中にあって、アプローチ

が悪いのです。中もバリアだらけです。

ですから自分のお家を改造しても、ア

プローチがとても悪いので無理だと。

それで、こちらの近くにあるおばあち

ゃんのお家に、自分たちの住まい、３

世代住宅を建てさせていただきたい

という思いを持たれておりました。病

院のほうには、こうやって計画をして

いるから住宅が建つまで、何とか退院

を待ってほしいということを頼み続け

られました。設計士さんも一緒に頼ん

でもらったほうが迫力があるからという

ことで、私も病院の事務局に一緒に

行って、何とか待ってくださいとお願

いしました。 

 住宅を建てるに当たって、ここに住

んでいらっしゃるおばあちゃんです

が、当時は一人暮らしでした。おじい

ちゃんは認知症で、近くの病院で寝

たきりの入院生活をなさっていました。

おばあちゃんはこの 300 坪の土地の

半分を自分の畑として、自給自足の

生活を楽しんでいらっしゃいましたの

で、当初、ライフスタイルが壊れること

に抵抗感がありましたが、孫の愛雄さ

んが退院を迫られていることが避けら

れない事実であるということで、古い

家を撤去して、新しい共同生活を始

めようと決心なさいました。 

 

■必要最小限の資金を借りて最小限

の坪数で設計 

 次に資金の手当てですが、まず愛

雄さんの保険が下りてこないというこ

とと、お父さんお母さんが60代であっ

たということがバリアとなって、いろい

ろな貸付け資金が借りられないような

状況でした。そこで住まいは、最小限

の坪数に抑えるということと、最小限

の資金でできるようにしたいということ

で、いろいろな所に当たりました。私

自身も一緒に役所の融資係に行った

り、銀行に行ったりしました。またご両

親が、「私たちだけじゃどうしてもうまく

説明できないから」と言って、私もご

親戚の借金依頼に同行し、何とか助

けてあげてほしいと一緒に頭を下げ

ました。それで溜まったお金でとにか

くやろうということになりました。 

  

■近所の人も手伝ってくれた 

敷地の写真です。敷地のまん中に

段差があって、上の段がおばあちゃ

んの自給自足の畑です。おばあちゃ

んはここにはえている木を１本も切っ

事例発表２ 

曽田愛雄さん 
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てほしくないという望みを持っていら

っしゃいましたが、どうしても何本かは

切らざるを得ませんでした。おばあち

ゃんにお詫びをして、木を切る段取り

をしました。木を切るのも何とか費用

を節約したいということで、地域の方

たちが集まって木を小さく切り、それ

を自分たちで車に乗せ、処分しに行

くというお手伝いをしてくださいました。

別に曽田さんたちに頼まれたわけで

はなかったのですが・・・感謝でした。 

■みんなが集まれるスペースを中央

に配置したプラン 

 この家のプラン工夫ですが、建設資

金の限りがありましたので、どうしても

30 坪ぐらいに抑えたいということでし

たが、結局は33坪になりました。無駄

なスペースを省き、中央にみんなが

集まれるリビングルーム、愛雄さんの

部屋やお母さんの部屋、そして夫婦

の寝室、キッチン、水回りが廻りを囲

むという、ちょうどモンゴル民族のパ

オのようなプランにしました。集の場

があって、その周りを個の場が取り囲

むわけです。ですから廊下が全然あ

りません。本当に無駄なスペースを一

切なくし、必要なスペースだけを集め

た住宅になりました。 

■7つのポイント 

その1：命を守る間取り 

この中で私は、7つのポイントを

考えました。まず「命を守るための

間取り」。どういうことかというと、

もし火事になったとき、寝室のサッ

シを開けるとウッドデッキがあり

ます。ウッドデッキの先にはスロー

プがあり、移動式ベッドごと表に出

て脱出することができます。そして

居間や食堂からもバリアフリーで

ウッドデッキに出られます。玄関～

スロープからも避難できます。そう

いう二方向の避難が確保できる「命

を守るための間取り」をポイントの

１つとしました。 

その２：見守り 
ポイントの２つ目は「見守り」で

す。一家の要となるお母さんが台所

仕事、脱衣、洗濯、浴室、そういっ

た水回りの仕事をしながら愛雄さ

んの見守り、おばあちゃんの見守り、

そしてご主人との会話ができる。ま

た、おばあちゃんは、ウッドデッキ

の上の方にある畑でよく仕事をな

さいますから、家事をしながら、畑

で働いているおばあちゃんの見守

りができるようなプランにしまし

た。 
その３：豊かな自然と対面 
南側にウッドデッキがあり、その

先にあるたくさんの緑は、この家に

たくさんの恩恵をもたらしてくれ

ました。愛雄さんが寝室で寝ている

ときも、木々を通して見える青空、

空を流れる雲、木の葉を通り抜ける

風、木の実をついばみに来る小鳥な

ど豊かな自然と対面できるのです。

彼がいままで病院で対面していた

ものといえば、不燃の天井材、露出

の蛍光灯、コンクリート直張りのビ

ニールクロス、リハビリ機器。そう

いったものに囲まれて、ずっと４年

間生活してきたわけですから、彼の

平面図 

ハウスアダプテーション前の様子

ウッドデッキ

玄関～スロープ
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生活は本当に一変したのではない

かと思います。 
その４：おばあちゃんへの配慮 
自分のライフスタイルが壊され

ることを非常に嫌がっていたおば

あちゃんの部屋を南面の道路寄り

に配し、お友達が遊びに来たとき、

玄関からではなくて、ウッドデッキ

に通じるスロープを通って、ウッド

デッキを広縁代わりにして、お友達

は直接おばあちゃんとの対話がで

きる。畑仕事をしたくなったら直接

ウッドデッキから畑に出て、畑仕事

をし、そのまま帰ってくる。ご家族

にあまり気兼ねをしないでよいよ

うなポジションにしました。 
その5：介護のしやすさ 

高齢であるご両親が愛雄さんの

介護をしやすいようにということ

に気がけました。天井走行リフトを

設けて、ベッドからトイレ、トイレ

からお風呂というふうな形で、高齢

のご両親にあまり負担をかけずに

排便と入浴ができるような形にし

ました。 

その6：将来を見通した計画 

当初、おばあちゃんの部屋は南の

ウッドデッキ側にして、お友達との

コミュニケーション、畑との連絡、

そういったものが密にできるよう

にする。そして、少し状態が悪くな

ったら、玄関脇トイレと隣接した夫

婦寝室とおばあちゃんの部屋を交

換する。ホールからも入れる、部屋

からも入れるツー・ウェイのこのト

イレがおばあちゃんの役に立つだ

ろうということで、時期がくれば部

屋を交換できるようにしました。も

う１つの将来を見通した計画はキ

ッチンと納戸の間仕切り壁です。こ

の壁には筋交い等を入れておらず、

非耐力壁で、構造的にはあまり意味

のない壁にしております。ですから、

今は納戸にはおばあちゃんの思い

出の荷物と箪笥でいっぱいなので

すが、将来は間仕切り壁を撤去して、

水回りを納戸側に持ってきて、一部

屋にすれば、かなり広いダイニング

キッチンになります。愛雄さんの状

態がよくなれば、広いダイニングキ

ッチンとして使えるように考えま

した。 
その7：寄り添って生きる 

集まる場を中心として、そのスペ

ースを個の場が囲うということで

す。そして、お互い普段の生活の中

で優しく気遣って、お互いの身の安

全を見守れる配置、そのような「寄

り添って生きる家づくり」をいたし

ました。 
 私はこの 7 つのポイントを考え
ていたつもりだったのですが、8つ
目を愛雄さんが自ら加えてくれて

いることを、先日審査員の方々と一

緒に伺ったときに感じました。 

 
■愛雄さんが自立して生きる家 
愛雄さんのライフスタイルが変

わろうとしていると思いました。つ

まり愛雄さんが、私が最初に会った

ときとは全然違って、外部との接触

を非常に好むようになったという

こと。それと、異性への関心、女性

への関心を非常に持つようになっ

た。以前はそういうことがなかった

のに、変わられていました。これは

人間の成長にもあるように、きっと

バトンタッチができる相手を探し

ているのだろう。それは親ではなく

て、親から他人へ行くのだろうと思

いました。 
 このことの契機ですが、彼が事故

に遭ったとき、婚約をなさっていら

っしゃいました。脳挫傷になり、知

的障害を持ち、言語障害になり、当

初は婚約者が来られても誰だかわ

からないという状況がずっと続い

ておりました。それでお母さんは、

相手の方に対して、愛雄のことはも

う忘れてください。この子は、あな

たが誰だかわからないでいるので

す。そういう人のために、あなたの

人生を無駄にする必要はないから、

もう忘れてあげてください。そうし

てもらった方が私もうれしいから、

というようなことを申し出られま

した。でも、いまだにその方は結婚

されないそうなのです。なぜ結婚し

ないのかと聞かれたら、彼女は、愛

雄さんほど優しい男性とはまだめ

ぐり会えないのだ。彼より優しい男

性とめぐり会えたら結婚するかも

しれない、と言われているのです。 
 そんな彼女がある日泊まりに来

られて、お風呂に入られた。その時

にちゃめっ気を起こして、浴室と寝

天井走行リフトを設置 
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室の間仕切りサッシをカラッと開

けて、「愛ちゃん、見る」とか言っ

て自分の裸を見せられた。すると愛

雄さんがその日はすごく興奮して、

「もうあの夜は大変だったのです

よ」とお母さんが笑いながら言われ

ていました。その日以来、愛雄が随

分変わったような気がします、とい

うことをお母さんがおっしゃって

いました。その後、人との接触を非

常に好むようになって、外に出るの

を非常に楽しむようになってきた

そうです。 
 そういうことを考えると、人間と

いうのは、理性だけではなくて、人

間の底から突き上げてくる何かが

生きる力になっていくのではない

かと思いました。これからは「寄り

添って生きる家」から、「愛雄さん

が自立して生きる家」に少しずつ変

わっていったらいいと思っており

ます。 

 
■各室紹介 
・愛雄さんの寝室、リビングルーム、

おばあちゃんの部屋から直接、外に

出られるウッドデッキ。これが避難

通路になります。 
・リビングルームには、フラットな

形で畳が敷いてありますが、ここは、

ときどき泊まりに来るご親戚の方

が蒲団を敷いてお休みになるスペ

ースになっています。 
・キッチンからは脱衣室、浴室、愛

雄さんの寝室、リビングルーム、ウ

ッドデッキ、畑が良く見えます。キ

ッチンから家全体が、簡単に見守り

ができる配置になっています。 

・愛雄さんがお風呂に入る時は、寝

室と浴室の間仕切りサッシをオー

プンにして、暖房をたいて、温度差

が一緒になったところで裸になっ

てお風呂に入るという形がとられ

ています。介護がしやすいように、

浴槽廻りの３方向をオープンにし

ています。 
・浴室の中には屎尿瓶等が洗える汚

物流しがあります。 
・寝室内にあるベッド脇の便器は当

初、排便処理だけに使われていまし

たが、今は愛雄さんの状態が良くな

り、自分で座って、自分で排便する

までになられています。 

・玄関ホール脇トイレは今おばあち

ゃんの部屋になった部屋（昔の夫婦

寝室）からツー・ウェイに使えるト

イレになっています。今は、おばあ

ちゃんが夜中にトイレを利用する

ために、トイレの戸ぎりぎりにベッ

ドを持ってきて、もよおしたら、戸

を開け、ベッドに腰掛けて、立ち上

がり、便器に移乗して、排便をする

という動作がしやすく、非常に助か

っているとおっしゃっていました。 
・今は、夫婦寝室になっている部屋

は当初、おばあちゃんの部屋でした。

最初の数年は、ウッドデッキ側のサ

ッシを通しておばあちゃんは友達

との会話を楽しんでいました。 
・玄関にベンチを設けています。お

ばあちゃんはここに腰掛けて、靴を

脱いで上がり、腰掛けて靴を履いて

出かけていくというルートを提案

しました 

 
■自然のままの愛雄さん 
 今、脳性麻痺のミドリちゃんのた

めの住宅改修の計画をしています。 
愛雄さんのお話をしたところ、是非

ご家族で愛雄さんの家を見に行き

たい、遊びに行きたいということに

なりました。 
愛雄さんはすごく喜んで、ミドリ

ちゃんに遊ぼうと言うのですが、ミ

ドリちゃんがとても恥ずかしがっ

て、最初はなかなか遊べませんでし

た。愛雄さんが遊ぼうと言うのに恥

ずかしがるミドリちゃんを見て、愛

雄さんのお母さんが、嬉しそうに涙

を流しながら笑っていらっしゃい

ました。お母さんの笑顔を見ながら、
リビングルーム 

キッチン

トイレと浴室
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この住宅設計監理に携わって本当

によかったと思いました。家族の幸

福を願って設計した者として、至福

の時でした。 
 この写真はお母さんとのキャッ

チボールの様子です。誰とでもいい

のですが、キャッチボールをし始め

たらエンドレスになります。 

■住まうということは人間が生きてい

くこと、生かされることが入院 
 以上が愛雄さんの家のお話なの

ですが、この家を通して思うことは、

住まうということは人間が生きて

いくことであり、生かされることが

入院である、そのことを改めて感じ

ました。彼は事故によって死の危険

にさらされて、入院をして生かされ

て、そして、住まうことによって、

彼はいま生きているのだ。その生き

方も「寄り添って生きる」というこ

とから「自立して生きる」と、少し

ずつよい方向に変わっていってい

るのだ、そういうことを感じました。 

【講評】        ：池田審査委員 
■自立支援しやすい環境につくり上

げた家、北九州市方式による適切な

建築士の選任が成功の鍵 
 非常に詳しい、本当にわかりやす

い説明で、皆様方も本当に理解して

いただけたと思います。講評の必要

がないほど素晴らしい事例である

ということを実感されたと思いま

す。 
 少し付け加えてお話させていた

だきます。１つは、リハビリテーシ

ョン病院から退院することになっ

た。その退院をきっかけに、次をど

うするのか、つまり病院と地域、在

宅とつながりを持ちにくい状況が

日本ではまだまだ続いております。

今回の相談の場合も、たまたま愛雄

さんのお母様が介護保険課に相談

に行きまして、そこで勤務する作業

療法士が建築士の吉田さんを紹介

したことから始まっています。 
 北九州市では、介護保険課の中に

理学療法士、作業療法士が勤務して

おり、同時に、何か必要があれば、

建築士にも連絡が行くようになっ

ています。今回の場合は、ちょっと

難しい事例ではないかということ

で、特別に吉田さんにお話がいった

訳で、それが本当の成功の鍵ではな

かったかと思います。 
 今回は、愛雄さんの自立支援が本

当にできるのかが最大の問題であ

ったと思います。私どもが審査にう

かがったときは愛雄さんの大変さ

をあまり感じなかったのですが、お

母様の話を聞いていても、非常に傷

害が重度で、また本当に寝たきりの

状態だったので、家で介護をするこ

となど考えつかなかった状態だっ

たようです。その状態を吉田さんが、

自立支援をしやすい環境につくり

上げた家、そこを高く評価した訳で

す。 
 いまご覧になったように、デザイ

ンは「パオ」と言われましたが、「み

んなが寄り添って生活していける

家」を考えられ、７つのポイントを

挙げておられましたが、その視点が

非常によかったと思います。幸いな

ことに、こういう病気や障害の方は

徐々に変わっていくことが多いの

ですが、審査にうかがったときに車

いすレベルまで機能が改善し、動け

るようになっていました。そして自

立支援を可能にする家であった。そ

ういうところが非常によかったと

思います。 
 愛雄さんは今デイサービスセン

ターにも通っておられるというこ

とです。これからますます外部の方

との交流が重なることで多くの面

改善していくと考えられます。吉田

さんには今後とも、建築士の立場を

超えて、愛雄さんやご家族との人間

的な触れあい、付き合いの中で更に

見守ってあげていただければと思

います。よろしくお願いします。吉

田さん、優秀賞おめでとうございま

した。 

リビングでキャッチボールをする
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         【優秀賞】 

車椅子で快適に暮らす 

株式会社ゆま空間設計 

加瀬澤文芳氏（千葉市） 

 

■住まいと福祉の会の活動を長く行

い、千葉市等の障害者・高齢者の住

宅相談もやっている 

 千葉県に、住まいと福祉の会という

会があります。これは、私のような建

築の設計をやっている者と理学療法

士、作業療法士、障害者のための家

具を作る人、それから医療福祉関係

のケアマネージャーやケースワーカ

ー、ドクターなど幅広い人たちが集ま

って活動している会ですが、結構長く

て 1980 年ぐらいから活動をしている

のです。あまり派手なことはやってい

ないのですが、長いことやっているも

のですから、住まいと福祉の会で、千

葉市と君津市の障害者や高齢者のた

めの住宅相談制度の相談員を、委託

されてやっています。報酬も補償され

ています。月に２回ほど相談日があっ

て、それを継続的にやっております。 

 

■相談があってそのまま依頼された

稀なケース 

 今日紹介するお宅は、その中で相

談があったケースです。基本的に、

私たちが委託されている相談制度と

いうのは仕事・業務にまではつながら

ない、相談だけの制度なのですが、

ごく稀に、相談があったケースについ

てそのまま依頼されることがあります。

めったにないのですが、年に数回、

各担当者がそういう経験をすることが

あります。 

 住まいと福祉の会で相談員として対

応している人が５人おりまして、交代

でやっているのですが、年間でいくと

２、３回当番が回ってくるというような

形態でやっております。 

 今日のケースは50代半ばの男性な

のですが、奥様と成人男性２人のお

子さんがいる４人の家族です。ご主人

が、まだ若くて 50 代後半だったので

すけれども、脳血管障害で半身麻痺

を生じた。左側の麻痺が強くて、片麻

痺という状況になりました。 

この間取りを見ていただきます。私

が最初に病院でご本人とお会いした

ときはリハビリテーションの最中で、リ

ハビリの訓練室で会いました。 

 

■脳血管障害による半身麻痺で車椅

子の生活となり住宅を改修 

歩行器を使って、一生懸命訓練を

していたのですが、回復がなかなかう

まくいかなくて、結果として、帰られる

ときはほぼ車いすで行動するという状

態になりました。 

 改修前の和室の六畳間を寝室にし

たいと。階段の下に小さなトイレがあり

ます。 

 また、リビングに車いすでスムーズ

に来るために、壁を抜くことにしました。

事例発表３ 

平面図 
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南側がかなり迫っているのですが、

一間ほど張出しを作りました。それか

ら、ここに押入を設けて、広い通しの

居間にしました。こちらは壁を撤去し

て、必要に応じて仕切れるような大き

な引戸を設けてあります。 

 トイレはこのまま使おうということにな

りました。扉は引戸にしました。寝室

からの出入口がこちらに移動して、ト

イレの出入口と合わせる。真っ直ぐ進

めばトイレを使えるという形にしまし

た。 

 

■後から来たケアマネとの意見の違

いによるトラブル、最終的には良い

結果 

 外部への出入りが問題になりました。

私が工事に関わった後にケアマネー

ジャーが決まったのです。医療関係

の人とは設計の段階でいろいろお話

はしたのですが、ケアマネはその後

に登場しました。そして、この年から

段差解消機が介護保険の適用になる

ということになりました。私も結構長年

やっていたのですが、昇降機を使うと

いうことは非常に威力を発揮するもの

ですから、飛びつきました。介護保険

の適用になるということは、レンタルで

使えるということで、それを前提に設

計をしました。 

 デッキを作って、昇降機を付けて、

上がるようにする。それで、これは介

護保険を適用しましょうということでや

っていたのです。 

 そうしたらケアマネージャーは、限

られた予算の中で、介護保険はデイ

サービスやヘルパー等、福祉と介護

のサービスとして、どうしても使いたい。

建築的な要素のものでレンタル費用

を割くのは納得できないということで、

ちょっとぶつかったのです。 

 ご主人は、いろいろなことの相談に

乗ったり、物事を判断したりするのは

なかなか無理な状態で、ほとんど奥

様が私たちと話をして判断し、結論を

出していくというような状態だったの

です。 

 私がこのケースに関わろうと考えた

のは、このケースでは奥様にとって非

常に負担で、専門家の力がかなり必

要だとみられたのです。奥様のほうも

それを強く求めたものですから、専門

家としてどれだけ関われるかというと

ころで協力をすることになったのです

が、医療はともかくとして、福祉の専

門家であるケアマネージャーが全く

違う判断をしてきたということで、奥様

がほとんどパニック状態になってしま

い、非常にストレスを感じる状態に陥

ってしまいました。 

 私は、現場でケアマネと初めて会い

まして、そういった経過をよく話をして

理解してもらったのです。聞いてみた

ら、昇降機を使うというような経験が今

までなくて、こういったケースの場合

は、例えば玄関から道板を掛け渡し

て、ここから出ればいい。場合によっ

ては、出入りの度に抱き抱えて介助

すればいいではないかという話だっ

たのです。 

 しかし、50 代のご本人が、デイサー

ビス等１日に１回は出入りするような

ので、そういうのが本意ではないので

はないだろうかという話をして、結局

納得していただいたのです。それが

最終的には非常に都合のよい結果が

得られたのです。実は、この昇降機

はただで譲ってもらうことができました

し、うまく設置できたという経過があり

ます。 

 

■快適に自立して暮らせる普通の住

宅を造るという発想で仕事をしている 

 私どもは長年やっておりますが、基

本的には、障害を持っているとか、高

齢のために介助が必要だとかという

要素は、年齢や身体的状況によって

発生したその時々の事情と考えてい

ます。基本的には普通の住宅、過ご

しやすい、快適に自立して暮らせる

普通の住宅を造るという発想で仕事

をしておりますので、あまり変わった

場面は出てきません。 

 これが玄関周りです。千葉市街の密

集した街区ということで、道路に玄関

が接しています。何段か段差があっ

て、すぐ、ここが道路という状況です。

裏側に駐車場のスペースがありまし

デッキと昇降
玄関周り 
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て、結局、出入りは駐車スペースの奥

のほうからしようということにしました。 

 

■トップライトを通して自然を感じるこ

とができるようになった。 

 南側にデッキを設けて、真っ直ぐ出

入りできるようにしています。南側はこ

ういうふうに目隠しをしました。ここに

は前の家がそそり立っていまして、勝

手口や水回りが並んでいます。それ

で、こちらからはほとんど日が入らな

くなりましたので、ちょっとイレギュラ

ーなのですが、南側の張り出した所

にトップライトを設けまして、日差しは

ここから入れるようにしました。南側に

トップライトというと、夏場は暑くてつら

いのですが、２階建てで、夏場は上

からよしずを掛けたりして凌ぎます。 

 また、障子を入れて、横に引くと青

空が見えるというような形です。冬場

はここから日が入るのです。ご主人は

暖まりながら、その日差しを追いかけ

て過ごしているというようなことも聞き

ました。 

 リフォームのときに、壁はできるだけ

自然素材でやり直すという形にしてお

ります。こういった仕事を連携しながら

やっている施工者がおります。その

人たちはほとんど伝統的な大工技術

を大切にしようという方向でやってい

る人たちばかりで、木材なども産地と

直接つながって、山から丸太で買い

付けて自社で板に挽いたりする人も

います。それで張り上げていくという

ようなことをしています。そういったこ

ともあって、こういうスギの板張りを多

用しています。 

 こちらは和室の角のところの改造前

の様子で、改造後はこんなふうに変

わりました。こんなふうに、開放すると

一体空間になります。ちょうどお日様

が当たるところで暖まりながら過ごし

たりしています。 

 これはトイレの前の寝室側の扉です。

ここを空けると、つながるという形です。

できるだけ単純明瞭に、簡単にできる

ように心がけながらやっております。 

 

■手動昇降機を具合よく使えた 

 これはデッキへの出入り部分です

が、この昇降機は、ただで譲り受けた

ものです。別の現場、それは直接私

が手がけた現場ではないのですが、

ちょっと面倒をみていた現場があって、

そこで２年前まで使っていた昇降機

が２台あって、いまは要らなくなったも

のですから何とか引き取ってくれない

かという話がありまして、それを２台た

だでもらってきました。 

 昇降機で手動というのは、設置して

も使われないケースがありました。使

う場合は、できるだけ電動のものを採

用することにしているのですが、この

場合は、手動のものをなかなか具合

よく使えたのです。この方は右側が健

側で、結構力が入るのです。このよう

に、降りるときにはちょうど逆勝手にな

るのですが、ちょっとした力で、自重

でスーッと降りてきます。 

 上がるときに少し力は要るのですが、

程よい感じで、自分で上がるときに、

ちょうどよい運動になるぐらいなので

す。こんな感じで、非常に具合よく収

まりました。たまたまいろいろなことを

やっているものですから、話があって
トップライトを設けたリビング 
（奥にデッキが見える） 

←改造前
↓改造後

トイレ 

手動昇降機
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八方丸く収まったという話です。 

 

もうひとつの事例を紹介        

■両足切断で義足で生活、短時間立

ったり、つかまり歩行が可能 

 こちらのお宅は軽量鉄骨造の、ハウ

スメーカーの大量生産の建売住宅な

のですが、両足を切断して、両足に

義足を履いて車いすで生活している

方です。その方は、短時間であれば

立ったり、つかまり歩行ぐらいはでき

るのですが、長い時間は無理だという

ことでした。膠原病（強皮症）で、毛細

血管が詰まる病気です。糖尿病のよう

な症状で、両足を急に切断することに

なってしまったそうです。精神的にま

だ落ちつかないような状況で打合せ

を始めたものですから、非常に気を

遣いながら進めたのですが、こちらの

間取りですと、車いすで動きがとれな

いという状況でした。 

 間取りの変更としては、壁を撤去し

て、横に片引戸を付けました。これだ

けで全く問題がなくなります。床の段

差の解消のような大きなことは一通り

するのですが、間取りの変更をどのよ

うにするかというのがポイントになると

思うのです。 

 バリアフリーの空間というのは、必要

なスペースをどこに取るかということに

尽きると私は思っているのですが、こ

れは、ごく簡単な間取りの解消でそれ

を解決したというケースです。 

 

■電話ボックスより小さい超小型エ

レベーター設置 

 玄関先に非常に小型のエレベータ

ーを付けました。こちらは２階に浴室、

ユニットバスがあります。私は、両足を

切断された奥様に、１階に浴室をつく

って、１階で生活するようにしてくださ

いと再三お話したのですが、どうして

も２階に行きたいと言うのです。 

黙っていると、２階に上がっていっ

てしまって、階段の途中で身動きがと

れなくなって助けを呼んだりするとい

うことが出てきました。ですから、とに

かく２階に行かなくてはいけない。エ

レベーターをつければよいのですが、

それも予算の関係でできないと言っ

て、階段昇降機を前提に進めており

ました。階段昇降機も心配なところが

ありました。 

 そうしたら、非常に小型のエレベー

ターが出来たのです。電話ボックスよ

り小さいのです。クローゼットなど家

具のような感じでポンと置くのです。

そして、１階の天井と２階の床に穴を     

あけて、１階の床は少し補強をします。

このようにドアを開けて、こんな感じで

入ります。 

 

■車イスで乗り込む発想を捨てでき

た小型化 

こんなエレベーターが出来ないか

と、いつも夢想していたのです。エレ

ベーターというのは車いすで乗り込

めなければ意味がないではないかと。

メーカーもずっとそう思ってきたと思う

のですが、そういう発想を捨ててしま

った昇降機が出来、それで助かる人

もいるのです。 

 日常的には車いすを使っているの

ですが、ちょっとしたとき、つかまり立

ちやつかまり歩行が可能な人にはピ

ッタリの条件だというので飛びつきま

して、非常によいものだと思いまし

た。 

                            

 （パワーポイント終了） 

 住まいと福祉の会というのは、基本

的には勉強をしたり、情報交換したり

という活動をしている会なのですが、

行政から委託を受けて相談業務をや

っています。行政の制度の中に組み

込まれてやっているというところは、

長いことやってきたので、そういうとこ

ろが一定評価されているというのは、

自分たちにとっては非常に幸運だっ

たと思います。また、それによって市

民に対しての貢献ができているという

のはありがたいと私たちも思っていて、

それをどういうふうに社会に返してい

くかというところに、いろいろ努めてい

るところです。 

 

平面図 左：改装前／右：改装後 
小型エレベーター
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【講評】       ：太田審査委員 

■生活についてのイメージを共有化

するということが支援時にとても大事 

 加瀬澤さん、ありがとうございました。

私がお邪魔して、最初のほうの事例、

それからエレベーターのほうの事例と

両方を見せていただきました。最初

のほうの事例では、ご主人が車いす

に乗って笑顔でおられる様子を拝見

させていただきました。 

 先ほどの岡山と北九州の事例、そ

れから千葉の事例をお聞きしていま

改めて思うことは、生活についてのイ

メージを共有化するということが住宅

改造、あるいは支援をするときに、と

ても大事だなと思わせる事例でござ

いました。しかも、生活ということをご

本人、あるいは家族だけではなくて、

周りの支援者たち、専門家たちの中

でも共有をどんなふうにするかという

ところが要になっている。介護保険の

中でも、実は大きな要になっているの

ではないかと思われました。 

 それから、行政も含めて、地域社会

の中で生活をどうするのかということ

を一致させるような仕掛けを、地域の

中でつくることがとても大事だと思い

ました。先ほど、ケアマネージャーと

の意見の食い違いの話がありました

が、そういうことが大事だと思わせる

事例でした。 

 

■相談窓口・ネットワークの力がすご

く生きている事例 

 加瀬澤さんの事例からもう１つ学ば

せていただいたのは、実は、私も千

葉にいたとき、10 数年前に加瀬澤さ

んたちの活動をしているところにお邪

魔いたしましたが、随分以前からそう

いうネットワークを持っておられました。

そして、そのネットワークがすごく生き

ているのだなという感じがします。こ

れは北九州もそうですし、それから岡

山も、ネットワークの力がすごく生きて

いると思う事例です。 

 もう１つは、窓口がたくさんあるとい

うことの重要さです。そのことがとても

大事だと思いました。講評の最初に

少し書かせていただきましたが、脳梗

塞で倒れられた 59 歳の方の事例で

は、倒れてから３つの病院を転々とし

て、４つ目に行くところで加瀬澤さんと

出会ったのです。このことにうまく出

会わなければ、たぶん、あのような改

造事例にはならなかった。自宅で生

活するということにはならなかったの

ではないか、そう思わせる事例なの

です。 

 奥さんのお話を少し補足させていた

だきますと、ご主人が倒れたときに、

働きながらご主人の介護、それから

生活も支えておられたのです。しかも、

子どもさんたちが学校に行っていまし

たので、学費も支えていたのです。生

活自体が大きく変わったときに、生活

も支える、介護も支える。それから、ご

主人の生活がもっと広くなるように考

えるということです。そのときに加瀬澤

さんに出会ったわけですが、ケアマ

ネージャーはそのときに、身体介護

中心に考えてしまったのです。そうで

はなくて加瀬澤さんは、もう少し広く

生活をと。奥さんも生活を広くしたか

ったけれど、なかなかできなかった。

そのときに、うまく援助した。しかも、

経済的にも制限がありまして、改造費

も十分ない中で、うまく支援をした。そ

ういう地域での援助をつくってきた事

例で、大変勉強になりました。 
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        【優秀賞】 

バリアフリー機能と豊かな終の棲家 

辻垣建築設計事務所 

辻垣正彦氏（東京都） 

 

 このご家族は、以前この土地で歯医

者さんをやられていました。荒川線と

いう、早稲田から三ノ輪まで行く唯一

の都電が走っています。家の前にそ

のレールが少し見えています。 

 荒川というのは、隅田川にわりあい

近いところで、いわゆる下町というよう

な感じのところです。建築的には周り

の環境に配慮するということが我々の

役目だと思いますので、街並みにさり

げなくとけ込めるように、屋根は瓦葺

きの、コンクリート４階建ての建物で

す。 

 

■区画整理を契機に、終の棲家を 

ここに住まわれている方々は、お

父さんが歯医者さんで、70をかなり

すぎています。ご夫婦ともに 70 歳

代です。娘さんは、重度のリウマチ

なのですが、元気で生活なさって

います。 

 この近くに区画整理があり、街の不

燃化に対応していくということで、木

造の２階建てを４階建てにする。それ

から、いまのところは元気ですが、今

回のテーマは「終の棲家」というところ

です。これから後の一生をどういうふ

うに生きていくか、その時間のご当人

に対応できるような住まい方を追及し

ました。 

 １階が歯医者さんになっていまして、

息子さんが３階に住んでいます。そし

て４階が今回発表される住まいです。

２階は３軒の賃貸住宅、一種の集合

住宅です。 

 お父さんは、ときどきは歯医者を手

伝うというか、昔ながらの患者さんが

どうしてもということで診察なさってい

るわけです。 

■娘さんにの意見をいかして 

今回のプランについては娘さんに

いろいろご指導いただいて出来てい

ます。２回目でしたか、彼女が関わっ

たたもので三重の坂本さんが優秀賞

をいただいたと聞いております。彼女

は建築と福祉と両方勉強なさっていま

すので、ある意味で私の先輩ではな

いかと思っています。 

 

■気配が感じられる夫婦別室・古材

の建具を取り外せば一室 

 居間、寝室２というプランなのです

が、寝室２が娘さんの部屋です。寝室

Ａ、Ｂというのはご両親。寝室Ａがいま

のところはご主人で寝室Ｂが奥さんで、

古材の建具で間仕切りをしています。

いざとなれば、これをいつでも取り外

して生活できます。いまのところ、夫

婦別々のほうがいい、しかし隣の気

配が全然感じられないのも困るという

ことで、襖・障子を通してさりげなく感

じられるというものにしました。 

 

■構造体と内部間仕切りが分離でき、

将来の生活に合わせたプラン変更が

可能 

 トイレと洗面所が廊下の向こう側に

ありますが、寝室Ｂの廊下側の壁と左

の両開きの扉も取ることによって、トイ

レと洗面所に行きやすくなる。将来動

事例発表４ 

平面図 
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きが不自由になったときには、１つの

大きな空間になるのです壁は木造で

すから、メインの構造体と内部の間仕

切りが完全に分離できるので、将来

の生活に合わせてプランができると

いう点はよいところではないかと思っ

ています。 

 

■ひとつの家族のような玄関 

 これは玄関です。一応２階に３軒の

賃貸住宅があります。１つの家族とい

うテーマで、ホール正面は独立展の

金井訓さんに、壁画を最初から壁に

はめ込むように入れ込みました。 

 これは自動ドアですが、ここに前に

あった桜の木を利用して、その中にイ

ンターフォンをはめ込みました。 

 

■木材は国産材使用を基本姿勢。今

回は無垢の古材を使用 

 私が物をつくる基本的な姿勢として

は、外材には頼らないということです。

「パプアニューギニアとソロモン諸島

の森を守る会」というのをやっていま

す。ですから合板は使わない、パー

ティクルボードのような接着のものも

使いません。それは今のシックハウス

とか、いろいろありますが、日本のも

のは日本で使うのが基本になってい

ます。 

 それから、木材は必ず無垢材を使

います。下地にも合板は使いません。

この曲がった架構材、これは無垢材

でも古材なのですが、新潟県の150

年ぐらい経った古材を再利用させて

もらっています。壁は漆喰です。 

 こちらがご主人の部屋、こちらが奥

様の部屋で、この間を昔の建具で仕

切っています。こういう建具も、結構

桟が抜けたりしているので、実際に使

うときは、建具を少し高くしたり、桟を

入れ替えたりして再利用します。将来

的には、これを外せば１つの大きな

部屋になります。 

 この奥の部屋は書斎、本の好きなご

主人の部屋になっています。建具も

すべて框戸なのですが、青森ヒバ、

床はクリ材を使い、床暖房が入ってい

ます。天井は全部スギの板です。 

 これは居間なのですが、昔の大黒

柱を持ってきて、梁を加工、白いとこ

ろは全部漆喰です。廊下幅は、いま１

メートル20センチぐらいあります。 

 これは奥さんの部屋から見たところ

です。天井はずっと１つにつながって

見えますから、広く感じることができま

す。 

 これはお風呂場ですが、腰から上

は全部ヒノキの無垢板で作っていま

す。隣に洗面所があります。この辺の

手すりは、彼女のアイデアが生かされ

ています。この手摺は輸入品らしいの

ですが、きれいなものです。 

 

■素材をきちっと考えて使う大切さ 

 建築する場合、どういう状況にあっ

ても、環境という問題があります。それ

から、我々に今いちばん大事なのは、

いかに素材をきちっと考えて使うかと

いうこと。それが第一に建築をやる人

に求められているのではないかと思

います。ホルムアルデヒドの問題で四

ご主人と奥様の部屋

居間 

風呂 

洗面所 

１階玄関 
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つ星とか言って国ではそれでＯＫと

言っておりますが、あれはホルムアル

デヒドがゼロということではなくて、こ

の程度ならいいだろうということです。

しかし法律というのは年々変わってい

くものですからその辺をきちっと見極

めた上で空間をつくる。そして障害者

であっても健常者であってもそこが出

発ではないかということで設計をして

おりました。 

【講評】       ：峰政審査委員 

■豊かな終の棲家：豊かなデザイン

の中にさりげなくバリアフリーが全部

仕込まれている住宅 

 審査にお伺いしたのですが、非常

に羨ましい住宅です。タイトルが「豊

かな終の棲家」とありますが、ご高齢

のご夫妻とご長男、それから次女の、

障害を持たれていますがお元気にお

住まいになっていて、しかも知識が非

常に豊富な方である。そういう非常に

恵まれたご一家で、しかも予算も結構

恵まれていたということがございまし

た。 

 先ほど設計者の辻垣さんからもお

話がありましたが、木材の、しかも無

垢の材料を使う、それから古材を多様

に使うというのは、お住まいになって

いるご主人とも趣味が合うということで、

非常によい出会いです。逆にいうと、

ものすごく凝ったものをお造りになっ

たということだと思います。 

 もう１つは、そうして作って、しかも普

通の、ちゃんとした住宅にさりげなく

バリアフリーが全部仕込まれている。

実に気持のよい住宅であると思いま

した。１階のバリアフリーのアプロー

チもそうですし、細かい話でいいます

と、スイッチやコンセントの位置も少し

ずつ考えてある。もう１つは、終の棲

家にふさわしく、将来更に加齢された

場合にどうするかということも全部考

えられている。これはサポート・イン・

フリーというコンクリート住宅ですから、

中の間仕切りは変えられるというよう

なことは確かに言えますけれども、そ

れを最初から考えて、ちゃんとやられ

ているという意味では、普通の豊かな

デザインの中にバリアフリーというも

のを陰に隠した形で仕組んでいった。

そういう意味の非常によい事例では

ないか、本当に豊かな終の棲家にな

っていくのではないかと思いました。

本当におめでとうございます。
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○横山審査委員（司会） 発表順で、

質問を紹介させていただきます。国

里さんに和洋女子大の中島先生から

質問がありました。「手すりの会の活

動について教えてください」ということ

です。「いつごろから活動されて、どう

いう方が参加されているのか。年間ど

のぐらい支援されているのか。手すり

の会の由来は」ということです。 

 

■手すりの会の活動 

○中山裕里香氏（手すりの会） 10 月

で６年になります。異業種が参加する

福祉住宅コーディネーターという資格

がありますが、その考え方と同じだと

思います。建築、医療、福祉、職種で

いいますと、建築でも設計士、施工業

者、医療の関係では理学療法士、作

業療法士、先ほど森田先生が出てき

ましたが、リハビリの医師、看護師、保

健師、福祉の関係で福祉士、ケアマ

ネ、教育の関係で大学のそういうとこ

ろに携わっていらっしゃる先生、その

他学生も来ておられます。それから、

こういうときに相談者で事例をかかわ

らせていただいた中で、そのあと手

すりの会に入ってくださる方もおられ

て、本当にバリアフリーの会ですので、

どなたが来られても構わなくて、主に

先ほど言ったような職種です。 

○横山 手すりの会の由来、名前の

由来ということでしょうか。 

○中山 たかが手すり、されど手すり

と申しまして、手すりというのは、手す

りがあるから動けるということが非常に

大事なポイントになっております。た

かが手すりと、たった棒の１本かと言

われますが、体を支えるということに

当たっては、１㎝、２㎝の違いで立ち

上がれたり、立ち上がれなかったり、

そのような大事な役目を果たしており

ます。それで「手すり」ということで命

名しております。支援件数は今年で６

年近いのですが、50数件です。 

 

○横山 吉田さんにＮＰＯユニバー

サルデザインシステムの大河内さん

から質問が来ております。「写真と図

のほうから手すりが見当たらなかった

のですが、必要はなかったのでしょう

か」というのが１点目です。それから、

「言語障害があるとのことを伺いまし

たけれども、当事者の方とのコミュニ

ケーションはどのようなことだったでし

ょうか」という質問です。 

 

■手すりが見当たらない、当事者と

のコミュニケーションは？ 

○吉田誠治氏 まず手すりについて

は、予算にすごく限りがあったもので

すから、作戦を立てて介護保険で手

すりを付けましょうということで、あまり

こういうことは言ってはいけないので

すが、付ける下地だけを用意して、住

宅を引き渡しするときまでは付けませ

んでした。１週間経って、「設計士が

手すりを付け忘れてた。非常に使い

づらい。改修をする必要がある」という

ことで、そのあと手すりを付けました。

ですから、竣工前の写真ばかりを撮

っておりましたので、手すりは付いて

おりませんし、おばあちゃんご自身も

夜トイレが近くなられたということと、膝

が悪くなられたこと以外は、90 歳にな

っても、畑仕事を元気になさっていら

っしゃるので、本当に手すりがなけれ

ばというところまではまだ行かれてい

ないということです。 

 それと設計当初の愛雄さんには、私

が敵でないということをわかっていた

だくために、一生懸命笑顔を振りまい

たということぐらいしか、彼とのコミュニ

ケーションはありませんでした。そし

て、彼が天井走行リフトを付けるという

ときに、彼の入院していた所のＯＴ、Ｐ

Ｔから、「彼はリフトに乗った経験がな

いからどうだろうか。最初に怖いという

イメージを与えてしまうと、彼の場合、

住宅に設置してももう乗らないかもし

れない」ということがありました。当時

彼が入院していた病院には天井走行

リフトがありませんでしたので、福祉

機器のメーカーの方に頼んで、テスト

用のユニットを持ってきていただきま

した。最初お母さんが乗って見せら

れて、これは楽しい、こんなに楽しい

ものはないみたいな本当に大げさな

ゼスチャーをやりました。彼のお母さ

ん、女性のスタッフの方々が「ほらほ

質疑応答 
全体討論 
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ら、愛雄ちゃん」とか、もう本当に赤ち

ゃんをあやすような形でやったら、最

初は少し泣きそうになられたのです

が、そのあとは大丈夫だったので、そ

のあと数回、自宅に帰られるまでにリ

フトというのは楽しいというイメージト

レーニングをしていただいて、自宅に

帰って来られたということはありまし

た。 

 言葉によるやり取りなどについては、

お母さん、そしてＯＴ、ＰＴの方々、お

父さん、おばあちゃんに彼の過去の

いろいろなことを聞きながら、またこち

らでそれらの想像を膨らませながらや

ったというのが彼とのコミュニケーショ

ンの実情でした。 

 

■超小型エレベーターの紹介 

○横山 次に加瀬澤さんに移らせて

いただきます。これはあえておっしゃ

らなかったと思うのですが、５名の方

から共通の質問です。「超小型エレベ

ーターのメーカー名を教えてくださ

い」ということです。 

○加瀬澤文芳氏 どこに行っても、そ

の質問は集中します。エレベーターメ

ーカーではなくて、三和シャッターで

す。費用も非常に安くて、本体130万、

それに付随する建築工事というのは、

１階の天井に穴をあけて、２階の床に

穴をあけて、１階の床を若干補強しま

す。それで20万ほど見て、トータルで

150万です。カタログで、そう謳ってい

ます。カタログどおりです。値引きは

しません。 

○横山 それに関連して、もう１つ質

問があったのですが、お宅がプレハ

ブであるということで、型式認可には

制限はなかったでしょうかということで

す。 

○加瀬澤 ありまして、かなり大きな

問題になりました。プレハブや、木造

の軸組工法の住宅の場合は、確認申

請が要らないという扱いなのですが、

軽量鉄骨系の型式認定の住宅なの

で、エレベーターを付けるとなると確

認申請が要るのです。構造計算書を

添付しなければいけないのです。メ

ーカーが保有しているものなので、

有償でいいから構造計算書を出して

くれという交渉をしました。そうしたら、

拒否されました。うちのリフォーム部

門に一括して依頼してくれればいい

けれども、そうでなければ受けないと

いうことで拒否されて、進退窮まって

ちょっと困りました。 

その時点で、できるだけ費用も安くし

ようということで、エレベーターメーカ

ーに直接発注しておりましたので、こ

こだけの話ということになってしまうの

ですが、結局私の責任で、私が構造

計算書を作って、民間確認機関と交

渉して確認申請を下ろしてもらうという

ことにしました。だから、一応、確認を

取っております。 

 

■片麻痺とトイレの改造程度 

○横山 もう１つ、発表の作品につい

て質問がありますので、お願いします。

産総研の小野さんから、「『車椅子で

快適に』とありますので、質問させて

いただきます。片麻痺で、トイレの改

造は引戸で十分だったのでしょうか。

着脱も困難のように思いますが、ほか

にも工夫したらよい点、あるいは工夫

した点はありましたでしょうか」というこ

とです。 

○加瀬澤 １人でトイレを使うことがな

いということなのです。奥様とお話し

たら、介護度４ということで結構重いの

です。あそこを引戸にして、手すりを

付けました。それで、大体問題ないと

いうことで、もう１つ「45㎝でも30㎝で

もいいから、外に張り出しをつくって、

トイレを広くしませんか」という提案を

しましたが、その必要はないということ

だったものですから、それについて

はしませんで、ドアを引戸にした。そ

れから、寝室の入口と合わせるという

か、出入口を合わせるということでや

りました。問題なくやっているというこ

となのです。 

 

■ＲＣ造新築の坪単価 

○横山 次に辻垣さんに菊池さんか

ら質問があります。ストレートなご質問

です。「坪単価をお教えください」とい

うことです。 

○辻垣正彦氏 内装だけではなくて、

躯体も入れて 90 万円ぐらいいってい

ると思います。 

 

○横山 今日は応募していただいた

福田さんと永峰さん、そして碇さんも

来ておられます。ご感想なり、会場の

中で見ておられまして何かご意見なり

ございますか。 

 

■プライドのある方に心とのコニュニ

ケーションの大切さを教わった 

○福田由利氏（一級建築士事務所ア

トリエ・ドゥ・フクダ） 住宅を延々と造

ってきたのですが、実は私自身もバリ

アフリーの体験がなくて、大阪に福
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祉・医療・建築が連携する団体があり

ます。その中に快居の会という建築の

実行部隊があり、私はそこに入れて

いただいたのです。最初に来た物件

がこの物件だったのですが、皆さん

車いすを使うとか、手すりが要るだろ

うと思ってお話を伺いに行ったら、非

常に元気な方だったのです。どういう

リフォームをしたらいいのかと、ちょっ

と迷いがあった。ただ、最近バリアフリ

ーの話がたくさん来るときに、家の中

が片付いていない。でも、皆さんプラ

イドは非常におありなのです。その方

とどうコミュニケーションするかという

のが非常に難しくて、私自身もまだよ

くつかめていないのですが、いまま

でのいろいろな歴史の話を聞きなが

ら、どれを優先させて、将来はどうな

るか納得させたいということをしながら

行っています。 

 実は今回の物件もリフォーム自体は

大したことないのですが、学生を呼ん

で家の中を片付けたのです。天袋の

中から、息子さんの小学校時代の作

文や絵が、出てきます。学校の先生

をされていたので、たくさんの学生の

通信簿や作品が出てくるのです。ご

主人のものもあるのです。それを整理

しながら、リフォームをしていったので

すが、全部納得しないと気が済まな

い方で、材料の説明から建築がどうな

っているのかという説明を全部してい

きました。一つひとつ納得してもらっ

て造っていったのですが、非常に喜

んでいただけて、その過程が楽しか

ったとおっしゃっているのが非常にう

れしかったです。審査に来ていただ

いたときに、「施設は考えていませ

ん」とおっしゃったので、自分が前を

向いて生きていくことに非常に自信を

持っておられます。 

 この間、朝日新聞の短歌の歌壇の

所に、ＪＲの事故のことを詠んでおら

れて載っていたのですが、高齢にな

っても若い人が亡くなったことに対し

て、非常に感情をストレートに出され

ているのです。いままで年をとってい

る方に、私たちが大変ですねというよ

うな気分でリフォームに当たっていた

のですが、これは対等だな、ひょっと

したら向こうのほうが上かなと思ってし

まいます。そういう意味で、このリフォ

ームができたのは非常にうれしかっ

たですし、タイトルを付けていたのは、

どうしても外的な障害に対してのフォ

ローをするために、心的なことを忘れ

がちになるのです。やっているときに、

よその家を見ながら、「私はプライドが

あるんですよ」とおっしゃったのです。

どう解決すればいいのか、その言葉

がすごい怖かったのです。ただ、これ

は必要だ、将来要るなどというのでは

なしに、その人の心とコミュニケーショ

ンしていただいたらいいな、私もそう

したいなということを思いました。 

 

■工夫して住んでいる話に勇気付け

られた 

○永峰麻衣子氏（東京大学大学院） 

私は今回、祖母の家を出させていた

だいたのですが、やはりまだ祖母も

成長しているというか、パーキンソンと

骨粗しょう症が日々変化している状況

なので、いま建ててから３年目ぐらい

ですが、日々使い勝手を変えたり、体

の状態に合わせてケアを変えていく

という段階です。今日の発表で、皆さ

んがいろいろな工夫をされて住まわ

れているお話を聞いて、すごく勇気

付けられる思いがしました。このような

コンクールがあって、建てただけでは

なくて、その後の総合的な住まい、そ

れにかかわる人たちのネットワークの

あり方を、このように皆さんに見せて

いただく場があるということがすごくあ

りがたいと思いました。ありがとうござ

いました。 

 

■慢性関節リウマチの方について 

○碇喜久枝氏（住まいから福祉を考

える会） 今日の作品が大変参考に

なりました。というのは、ただいま北九

州の小倉の方からご相談を受けてお

り、２回ほど上京していただきました。

その方はお母様も膠原病、末の妹が

重度の慢性関節リウマチで、股関節

も通常痛みを伴う。それから、手を使

うにも肩関節が非常に痛むということ

で、ほとんど寝たきり状態なのです。

でも、その方は年齢が若いので、ご

希望としては最初の国里様のトイレの

ように、ベッドから滑り込むような使い

方が１つあるかと思います。辻垣さん

の住宅の中で、慢性関節リウマチの

次女の方のご容態がどんな具合なの

かよくわかりませんが、次女の方のお

話を承りたいと思いますが。 

 

○辻垣 彼女はいちばん重いほうだ

と思いますが、子供のころから学校に

行くのもお父様が車で送り迎えしてい

て、だんだん努力なさって、いまは自

分で歩いて、すべての仕事もなさっ

ているわけです。彼女はある程度年
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をとってからと言うと怒られてしまいま

すが、建築に入り直して、私の後輩に

なったのです。一時、実習ということ

で、私の事務所にまいりまして、彼女

は何でもできてしまうので、つい重度

であることを忘れてしまって、普通の

人と同じようなことをよくしていたので

すが、あるとき突然、「私は重度の障

害の第１級だ」とか言われて、ああ、

そうだったのかと。そのぐらい頑張っ

ていらっしゃるということで、いまは一

見わからないぐらいなのです。今年も

冬にリウマチで苦しまれて、入院もな

さったと聞いております。今日も本当

はお出になる予定だったのですが、

大学のほうが忙しいということでお見

えになっていませんが、相当頑張り

やさんです。 

 

○池田 先ほどお話に出た坂本さん

は先ほどまでおられたのですが、こ

の方はリウマチのために膝の曲がり

方が悪いとか、痛みのために筋力が

低下しているという状態であったので

すが、その状態でも階段の高さを調

整するなどいうことで、上がれるような

状態だと思うのですが、実際の生活

はエレベーターを使っていました。先

ほど私も１年ぶりかで拝見したのです

が、杖をついて歩いていて、結構上

手に機能が維持されているなという感

じは受けました。関節リウマチという病

気は進行性なのですが、必要なリハ

ビリをやりながら、かつ動きやすい生

活空間を作っておけば、その人の希

望をまた期待できる生活はおくれるこ

とになっていくのだと思います。 

 

■専門家とプロジェクトを組む意義に

気がついた 

○水越美枝子氏（一級建築士事務所

アトリエサラ） 私が携わりました法泉

町の家は、70代のご夫妻で、「年齢を

重ねても、介護が必要になっても、気

持ち良く暮らせる家」という題にしたの

ですが、まだわりとお元気です。坂道

の多い住宅地に住んでいるので、こ

れから 80、90 になったときに、どうや

って過ごしていくのかということをお２

人とお嫁さんが話し合ったときに、や

はりずっとここで住みたい、どうしても

ここで住みたいということでいただい

たお仕事なのです。お話を聞くうちに、

たとえ寝たきりになっても、たとえ１人

になって誰にも看取られなくても、３

日、１週間、放っておかれても、この

家で死にたいというお２人のお話を聞

いたときに、これから最後何年になる

かわかりませんが、何とか私の力で快

適にして差し上げたらいいかと思いま

した。いずれ介護が必要になったとき

に、寝たきりになっても、その介護を

してくれる方とコミュニケーションが図

れるような、どこにいても人の気配が

感じられるような空間にするために、

できるだけ柱や壁などを取っていきま

した。 

 皆さんのお話を聞いて、反省点とし

ては皆さん、いろいろな方たちとプロ

ジェクトを組んで、専門的な知識をみ

んなで共有しながら造っていったとい

うことで、私はいままでそういう経験が

なくて、わりと若い方の新築の住宅ば

かりやっていましたので、今日のお話

は目から鱗というか、これから私が設

計をしていく上で、またこういう物件に

出会えたら、そのようにやってみたい

と思いました。今日はどうもありがとう

ございました。 

 

■国里さんの住宅に衝撃を受けた 

○菊池理夫氏（一級建築士事務所株

式会社テリトプラン）  今日事例で発

表された中で、自分の率直な感想を

言わせていただきますと、国里さんの

住宅はすごい衝撃的でした。事例、

マニュアル、資料集など、そういうもの

が全部吹っ飛んで使えるのだという

のが見せられた点で、失礼な言い方

かもしれませんが、その他の事例に

比べて衝撃的な力がありました。あり

がとうございました。 

 小学校で使う「あいうえお」の練習帳

を買ってきて、左手で文字を書きたい

と思って、ここ10日間ぐらい一生懸命

やっています。私は右手の親指がち

ょっと不自由なもので、コンピュータ

ーで図面を描けるようになったときに、

「これから僕の時代だな」と思ったぐら

いなのです。いまでも字は下手なの

ですが、例えば親か何かに言わせる

と、「非常に味のある字だよね」とフォ

ローしてくれるのですが、うちが設計

した住宅のお施主さんがおばあちゃ

んなのですが、手術のミスで右手が

全然動かない。「左で何でもできるよ

うに練習したんですよ」という話があっ

たので、今回 18 日に行くんだなと思

いながら、やってみようかと思って練

習を始めたのですが、10 日間ぐらい

で結構書けるのです。将来的には左

でお習字もやってみようかなどと考え

たりしています。 
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■住居の構造、あり方 

○菅祐太郎氏（神奈川県立保健福祉

大学） 私は社会福祉の勉強をしてい

るので、建築の勉強は全然していな

いからわからないことだらけだったの

ですが、とても面白い発表で、自分の

参考になることがたくさんあって勉強

になりました。 

 事例の１つ目か２つ目の所で、住居

の構造というか、あり方なのです。家

があって、真ん中が共同スペースに

なっていて、そこに個別の個室がある

のは、すごくスタンダードになってい

るという印象を受けたのです。それは

例えば施設があったときに、施設の

中でいまユニットケア、ユニット型とい

うところのあり方とすごく似ていて、自

宅だけど、自宅もユニットケアのユニ

ット型の施設のような感じで、形がす

ごく似ていて、構造が一緒のように感

じています。施設なのか、自宅なのか

わからないような、自宅というのはどう

いうもので、住宅というのはどういうも

のなのか、その辺がはっきりするの

か。 

 そうではなくて、自宅、住宅というの

も施設っぽくするし、逆に施設も自宅

っぽくするから、同じようなものを１つ

モデルとして造っていくのか、よくわ

からないような印象があります。例え

ばそういうモデルというのは、居間で

いうと、車いすだからフローリングで

なければいけないなどということにな

ると、欧米というか、昔の日本っぽいと

か、伝統的なというものが、これから

そういう形を造っていくとすると、どの

ように入れていくべきなのか。そういう

のは個別化していくから、関係ないと

いうか、個人が住みやすい環境にし

ていけばいいというのを追求していけ

ば、そういうのは大事だけど、個人が

住みやすい、個人の理想にかなった

ような形にしていくから、逆にスタイル

を追い求めると押し付けになってしま

うから、別に考えなくてもいいのかと

いうのがよくわからなかったのです。

そのような疑問が少し浮かんできまし

た。 

○吉田 よく施設を造るときに、自宅

のようにとか、自宅の延長線上のよう

にとか言われます。では、理想的な

自宅、理想的な我が家というのはいっ

たい何なのだろうか。グループホーム

などを造るときも、北欧のグループホ

ームは自宅の延長線上に造られてい

る。日本の理想的な自宅というのは、

どういうものなのかということを考える

と、意外と答えがないのです。いま質

問されたように、いまの多くの建て売

り住宅などは、ホテル化してしまって

いる。我が家というよりも、個室が集合

であるような感じがすると思います。 

 

■自宅には心の碇が下ろせる港の

ようなスペースがあることが大切 

 私自身が自宅と呼べるものは、いっ

たいどういうことがあるのか。まずその

１つの要素として、その方その方一人

ひとりの心の碇が下ろせる港、そのよ

うなスペースがあることがとても大切

だと思うのです。それは特にユニット

ケアと言われるような新しい考え方の

施設においても、ただ単に中央に集

まる場があって、周りに寝室群が散り

ばめられている。それだけでは不足

していると思うのです。やはり昼間、

夜問わず、その方その方のマイスペ

ース、自分の心の碇が下ろせるスペ

ースがわずかでもいいから確保され

て、その方がほっとできるようなスペ

ースがあるということです。 

 それと例えば私は子供がいらっしゃ

るご自宅では、階段を玄関脇には絶

対つくらないのです。わざとリビング

の横を通ったり、中を通ったり、キッチ

ンの横を通ったりして、その子供の花

道をつくってあげる。子供が帰ってき

て、すっと玄関脇の階段から上がって、

すっと出ていってしまう。いつ帰って

きたのか、いつ出ていったのかわか

らない。そんな寂しい、子供を独りぼ

っちにさせるような間取りは嫌ですか

ら、子供の花道をつくってあげる。子

供が帰ってきたら、おじいちゃんがお

帰り、おばあちゃんがお帰り、お父さ

ん、お母さんと目を合わせる。そういう

子供が視線を向けてもらえるような、

それぞれの花道があるようなスペー

スが、我が家の延長であることについ

て言えることなのではないかと思いま

す。だから、多くの住宅を考えて自宅

の延長のような施設というのは、何か

的が外れているような気がしてなりま

せん。 

 

■住宅改善相談・紹介の仕組みの課

題 

○横山 次の質問に移らせていただ

きます。安部さんからいただいていま

す。審査委員にということで、「今回発

表の建築改善の好例は、たまたま良

い支援者に恵まれた例と思います。

病院から在宅に移るに当たって、生

活空間を改善するチームを紹介する
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仕組みとして、現在の課題、今後どの

ような施策制度と展開が必要となるで

しょうか」ということです。お答えは、太

田先生からお願いします。 

○太田 むしろ一緒に考えたいと思

います。今回は例えば出会いがあっ

た事例が随分出ているわけです。手

すりの会もそうですが、地域の支えな

しにこういう事例はあり得なかったと

思うのですが、地域的な特徴がいく

つかあります。例えば「寄り添って生

きる家（代表者吉田誠治氏）」の場合

には、吉田さんとの出会いがあります

が、その前に北九州独自の制度があ

ります。役所でＯＴを置いているので

す。ですから、業者につながっていく

ということがあって、うまくいったので

すが、千葉にはそういうのはありませ

ん。その代わり、加瀬澤さんたちが住

宅相談を開いていて、そこにうまく結

び付いたのですが、そこまで行くのに

病院を３つ転々としなければいけま

せんでした。そのネットがなければ、

たぶん在宅での生活を支えられなか

ったと思うのです。 

 そういう意味では非常に地域の特

徴があったりしているのですが、介護

保険の病院と地域を結ぶネットのとこ

ろがうまくいかないで、そのために新

しく介護保険の見直しで、地域包括

支援センターというのが構想されてい

て、そこに誰を置くかというのが議論

になって、なかなか予算もない中で、

どのようにするかということなのです。

いま地域のネットワークづくりが課題

になっているところだと思うのです。

千葉でも九州でも岡山でも、随分長

い時間がかかってネットワークを作っ

ているので、そのノウハウを私たちが

しっかり学んで、各地に利用できるよ

うな形で経験をつないでいくことが、

いまとても大きな課題なのではないか

と思います。 

○安部貞司（日本設計） 今日の千葉、

北九州、岡山は比較的うまい行政が

取り組んでいる例かと思っていたので

すが、それを今後どのように展開して

いくのか。私は専門でないので、その

辺をお聞きしたかったということです。 

 

■最初の打ち合わせからプラン決定

までの時間は 

○鈴木真弓氏（松下電工エイジフリ

ーショップス株式会社） 皆様方にお

聞きしたいのですが、最初にご家族

を訪問して、プランを決定するまでと

いうのは大体どのぐらいの時間がか

かっていらっしゃるのかと。特に今回

は早い進行性の病気はなかったと思

うのですが、ご病気なので、なるべく

早くは組まれていると思うのですが、

もしよろしければ、どのぐらいか教え

ていたただきたいと思います。 

○加瀬澤氏 今回紹介したケースは、

完全にリフォームですので、わりと単

純明快なのです。プラン的な提示は、

やはりかなり急がれるのです。すぐ退

院というわけでなくても結果を求めら

れるものですから、この程度のものだ

ったら、１週間とか２週間で間取りをま

とめていくような形です。そのあと見

積りに入っていくという感じです。実を

いうと、今日２つお話してしまったの

ですが、エレベーターを使ったケー

スなどは、本当にスケッチだけで進め

てしまいました。図面を描かないと仕

事にならないのですが、本当にスケッ

チぐらいで、「これで行きましょう」とい

う形で、１週間ぐらいでやりました。も

う１つのケースでも、あの程度のプラ

ンだったら２週間ぐらいで固め、補足

の図面はまた描いていって、見積りに

持っていくという形で、今回のケース

はわりと早く進めています。 
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ハウスアダプテーション研究委員会委員長 

大原一興氏（横浜国立大学） 

 今日は事例について審査委員とし

てコメントする機会がありませんでし

た。これはなぜかというと、私が現地

調査に行った所がたまたまこの上位

に入らなかったため、幸か不幸か、い

ままで発言できませんでした。そこで

公平な立場で事例をながめさせても

らった結果を簡単にまとめということ

で、今日は３点ほど挙げようかと思い

ます。 

 

まとめ：その１ 

時間が重要なポイント：アダプティン

グしていく過程重視を再認識 

 いつも言っているようなことに近いと

思うのですが、今回特に感じたことの

１つ目は実は審査の段階で感じたこ

とです。このコンクールが非常に厳し

いのは、１年以上生活していて、かつ

当事者の方の満足がいっているかど

うか、現地調査もするということで、な

かなかそれに応えられるような事例が

集まってこない。かなり狭き門だという

ことで、最初応募いただいた中からも、

実際は１年を超えていなかったり、た

またま具合が悪くて、ちょうど現地調

査の時期に、お宅に訪問できなかっ

たりということがあって、さらに絞られ

ていくわけです。それがこのコンクー

ルの１つの良さだと思うのですが、時

間という評価軸を経て、自然に淘汰さ

れてきたものを選び出していくという

ことだと思うのです。 

 いまにいる高橋博久愛知学泉大先

生によると、建物というのは建設した

時点では、まだ建築にはなっていな

いのだと。それは単なる建物、ビルデ

ィングにすぎなくて、そのあと人が使う

という生活の「のみ」によって、それが

削られていって、自分に合った形に

なっていって、初めて建築になるの

だということを言っています。今回こ

のコンクールで対象にしているのは、

そういう意味での本当の建築を見た

いということだと思うのです。そういう

難しい「時間」という１つの評価軸に選

ばれて、勝ち進んできた例が今回見

せていただいた例だと思います。 

 時間というのは、そういう評価をする

という厳しい面があると同時に、人や

空間を育ててくれる、成熟させてくれ

る栄養になる部分も、かなりあると思う

のです。私は現地に行っていなかっ

たので、今日詳しくいろいろなことが

わかりましたが、時間によって、建設

時よりもすごく豊かになっている住宅

がたくさんあったように思います。特

に２番目の吉田さんのほうで出された、

愛雄さんご本人の生活の変化、家族

の部屋変えという時間的な変化など

が、最初からある程度想定はされて

いたのでしょうけれども、非常にうまく

変化に対応して、時間的に使いこな

されている。 

 最初の国里さんご自身から、いわゆ

る自分史を語っていただいた部分に

は、非常に感動しました。先ほど菊池

さんなども圧倒的に国里さんのお話

が参考になったと言ったのは、おそら

くご本人の口からいままで積み上げ

てきた人生の一部を語っていただい

て、その中に住宅という物理的な環境

がスポッと位置づいていたということ

が感じられたからだと思うのです。や

はり時間ということが非常に重要なポ

イントだと思いますので、我々はその

辺りを大事にしなければいけないの

ではないかと思います。 

 テレビの「ビフォーアフター」という

のに対して、実はあまりよく思ってい

ません。なぜ「ビフォーアフター」が変

だと感じている人がいるかというと、た

ぶんあれは出来上がったときの驚き

で終わっているからです。ですから、

そのあとどのように住んでいるのかと

いう話がなくて、本当は「アフター・

ザ・ビフォー・アフター」というのが重

要であって、このハウスアダプテーシ

ョンのコンクールは、本当にアダプテ

ーションをしていく、アダプティングし

ていく過程をこれからもむしろ重視し

たいということを再認識したということ

です。それが１点目です。 

 

まとめ：その２ 

環境を自分化していくことが大事：心

の碇が下ろせる港、拠点的な所 

 ２点目は、国里さんが自分のことを

お話されるときに感じたのは、自分自

身のことをよく理解されている。ひょっ

とすると、これは当たり前のことかもし

れないのですが、我々は実は自分の

まとめ 
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ことをよくわかっていないこともあるし、

住宅の使いこなしということに関して、

それほどわからずに使っているので

はないかということを、反省として感じ

たわけです。国里さんのお話は、環

境、空間、住まいを自分化していると

いうことだと思うのです。例えば手すり

の使い方、体の動かし方などの手順

を非常によく理解されて、もちろん工

夫されて、少しずつ修正されながら、

自分の方式を見出されてこられたと

思うのです。そのように環境を自分化

していくことが大事だということを改め

て感じさせていただきました。 

 そのためには何が必要なのかという

ことで、先ほど質問のコメントで、吉田

さんから「心の碇が下ろせる港」という

非常に良い表現があったのですが、

まさに碇、アンカーポイントがあると、

人間というのは徐々に生活空間を自

ら拡大していくことができるのです。こ

れは発達心理学などで言われている

ことなのですが、要するに自分の拠

点をきちんと持つということです。国

里さんの場合は、例えばトイレという

空間に、おそらく自分らしいものを詰

め込まれて使われている、そういう拠

点がきちんとあるということだと思うの

です。 

 先ほど質問の中で、施設と住宅とい

う話がありましたが、施設が失ってき

ているのは、結局、施設空間の中に

なかなか自分の拠点を見出せないと

いうことで、いまいろいろ工夫がされ

ています。拠点を見出すためには、

結局、画一的な空間では駄目であっ

て、その人らしい空間にうまく適合で

きるような、個性に対応できるような空

間ができないといけないという問題だ

と思います。 

 そのことを考えると、先ほどのご質

問にもあったのですが、モデルという

もので考えてしまっては駄目なので

はないかということです。今日お話い

ただいたのは、すべて非常に個性的

であって、マニュアルやモデルという

ものとはほど遠い、全く別の次元で語

られていた事例です。施設はこういう

型なのだ、例えばユニットケアはこう

いう空間でないといけないということ

自体を、我々は見直さないといけな

い。同時に、住宅のモデルというのは、

おそらく人それぞれの数ほどあるとい

うことだと思うのです。１つとか５つぐら

いのタイプに分かれるというように、簡

単に言ってしまうことはできないので

はないかと思います。そういう拠点を

見出すということです。 

 それに関連して、今日のお話の中

で、拠点をつくる上で大事だと思うの

は、例えば辻垣さんが設計された住

宅は、古材を使われたり、無垢の材

料を使うということで、素材に非常にこ

だわられている。つまり、これは生の

感覚というか、直に触れる場所に非常

に気を使うということだと思うのです。

「手掛かり」という言葉がありますが、

手で触わる部分の重要性、建築家と

してはそういうところに非常に注意を

されてつくられている。 

 ほかの方も、例えば手すりの位置な

どはまさに手掛かりになるわけで、直

接いちばん身近なところで触わる部

分がうまく工夫されていれば、そのこ

とが住みよさにもつながるし、拠点を

つくっていく上でも非常に役に立つと

いうことだったのだと思います。「最近

接領域」というのも別の分野からの言

葉ですが、我々はそのようないちば

ん身近な領域をつくり上げていくとい

うことに、もう少し気が付いてもいいの

ではないかということです。 

 

まとめ：その３ 

集団の知恵が高いレベルを達成：出

会いを恐れず、出会いを待ち、チャン

スを逃がさないこと 

 ３つ目ですが、もう１つ「集団の知

恵」ということが頭に浮かびました。

「集団の知恵」というのは、「集合の知

恵」と言ってもいいと思います。１人が

頑張っていろいろな知恵を集約して

スーパースター的に立ち回っていくと

いう設計や住宅づくりというのは、こう

いう場面ではあまり求められていない

のではないかという感じがしました。

特に今回、ほとんどの事例で非常に

多くの人々がかかわって住宅をつくり

上げているということが、先ほど表彰

のときに名前を挙げさせていただい

た人の多さでもよくわかったかと思い

ます。 

 １人、２人の考え方よりもずっと高い

レベルに持っていくために、集団とい

うものが機能していることが共通して

あったと思うのです。そういう集団の

知恵をどうやってつくっていくか。こ

れは個別にケース・バイ・ケースです

からなかなか難しいのですが、今日ヒ

ントとしてあったのは、出会いを恐れ

ず、出会いを待つと言ったらいいの

でしょうか。予期せぬ出来事が２、３個

あったような気がするのです。例えば

加瀬澤さんでしたか、段差解消機が

突然、ただで手に入ったとか、それも

右利き用でうまくいくと。それも偶然で

すが、そういう偶然の出会いを大事に
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していく。しっかりチャンスを逃さない

ということで、出会いがあるかどうかは

誰が予測できるのかというと、誰にも

わからないのです。先ほどの太田先

生からの指摘でも常にそうやってネッ

トワークを持っているということは、何

が出てくるかわからないのですが、出

てくる機会を広げる上で非常に重要

なことだと思うのです。ネットワークが

あると、何か必要なものが出てくる可

能性が高い。常にアンテナを張り巡ら

せて、出てくるものをうまく引っ張って

くる、拾い集めてくる、拾ってくるとい

うことが大事なのではないか。偶然性

をうまく活用するということが、今日出

されたことの１つとしてあったかと思い

ます。 

 当然ですが、部分ではなくて集合、

集団ということを意識して、もっと総合

的に考えていくことが重要だと思いま

すし、その辺をうまく実践されたのが

吉田さんの事例で、家族が寄り添っ

てという言い方だったと思いますが、

皆さんで自分ができること、自分がか

かわることをうまく寄せ合って、１つの

家族をつくって、共同で暮らしていく

という事例。そのことに対しての太田

先生のコメントで、生活ということが重

要であって、その生活のイメージを共

有化することが大事なのだと、これは

まさにそうだと思うのです。生活という

ことは、まさに部分ではなくて、介護と

いう側面でもないし、それだけではな

くて、おそらくその人のすべてを含ん

でいるものだと思います。吉田さんが

最初に挙げられた７つのポイントの中

の最初が、「命を守る」という言葉だっ

たと思います。命を守るというのは、ま

さに生命の質の重視ということであっ

て、クオリティー・オブ・ライフという言

葉に３段階あるというのは、何年か前

のこのフォーラムでも言いましたが、

その第１段階が生命です。ライフの１

つの意味は生命で、次の段階になる

と生活ということになって、さらに人生。

人生というところになると、その人らし

さももちろん必要ですし、最初に言い

ました時間軸ということが重要になっ

てくる。 

 だから、部分だけではなくて総合化

し、かつそれを時間的にまた集合化

していくというか、まとめていく。そうい

う過程が求められているのだろうと思

いました。 

 

今日詳しく教えていただいたのは、

ハウスアダプテーションの４事例でし

たが、その中でも重要な住まいづくり

のポイントがたくさん隠されていたよう

な気がします。 
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住宅総合研究財団について 

当財団は、1948 年、当時の窮迫した住宅問題を、住宅の総合研究、

および、成果の公開・実践・普及によって解決することを目的に、当時

の清水建設社長・清水康雄氏の私財の一部を基金として設立された財

団法人です。 

現在は住宅に関する研究助成事業を中心に、シンポジウムの開催、

機関誌「すまいろん」の発行などの活動を続けています。 

ハウスアダプテーションとは 

高齢者や機能障害を持つ人が、その身体的特性によって住居から

何らかの不利益を被る場合、その状態を改善し、より豊かな生活を

得るための積極的な住環境への関わりのことです。既存住宅を使い

やすく増改築したり改造・改善・改修を行うことの他、適切な住宅

への新築、全面改築、転居等を含みます。 

野村みどり先生を悼む 
この通信でこのような悲しいお知らせをしなければならないことは、大変くやしくつらい思い

としか言いようがありません。私たちの中心メンバーであった野村みどり先生が病気のためお亡

くなりになりました。長いお付き合いの方はよくご存知のことと思いますが「ハウスアダプテー

ション研究委員会」は、野村みどり先生が強力な推進力となり発足し活動をしてきた「高齢者の

住まいづくり研究委員会」が、その前身です。もともとは、野村先生を中心として、建築保健医

療福祉分野の協働作業によって生活環境を構築していくことに関心を持つ共同研究グループが、

かつての都立医療技術短大に集い、住総研に研究助成を申請したことが契機となり（その研究助

成は当時としては先端的過ぎて採択されなかったのですが）住総研の事業として実現したもので

す。以来私たちは共に、多面的にこの課題に取り組んで、時代の要請にいち早く指針を投げかけ

て来ました。野村先生は、近年では子どもの療養環境やプレイセラピーなどの研究にも精力的に

取り組まれており、まだまだやるべきことがたくさん残っており、志半ばで旅立たれたことは、

さぞ心残りだったことと思います。気丈な方でしたので、その闘病の苦労は全く表に出さず、近

しい人でもほとんどの人が突然の悲報にただただ驚くしかありませんでした。わが国のハウスア

ダプテーションの発展の歴史にとって重要な位置に座しておられ、これからもその歴史を書き換

えて行かれるべき人だっただけに、この非情な運命は私たちには悔しい限りです。しかし野村先

生の遺志を継ぎ、豊かな生活環境づくりに邁進することが私たちに課せられた使命であることを

改めて確認し、心からご冥福をお祈りしたいと思います。        合掌。  大原記 


